
都
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大
阪
に
お
け
る
呪
祭

住
吉
大
社

と
四
天
王
寺
の
民
間
信
仰
を
通
し
て

野
　
堀
　
正
　
雄

　
は
じ
め
に

一、

『
初
篇
』
と
「
二
篇
録
目
」

二
、
住
吉
大
社
と
四
天
王
寺

　
ω
　
住
吉
大
社
の
概
略

②
　
四
天
王
寺
の
概
略

三
、
住
吉
大
社
と
呪
祭

（6）　（5）　（4）　（3）　（2）　（1

に
つ
い
て

住
吉
御
湯
参
詣
の
事

同
棘
馬
酷
除
の
事

同
棘
宮
寺
五
大
力
信
心
の
事

同
大
歳
社
参
詣
の
事

同
誕
生
石
安
産
の
事

住
吉
の
社
へ
黍
を
植
る
立
願
の
事

　　　　　　四（6）　（5）　（4）　（3）　（2）　（1）　　、　（1］）　（1◎　（9）　（8）　（7）
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　の神子祭の杜荷の

住
吉
東
ノ
祉
こ
ま
犬
立
願
の
事

　
　
　
　
　

事

　
　
　

稲
　
の
事

　
　
　
　
　

楊
枝
の
事

　
　
　
　
　

花
笠
の
事

　
　
　
　
　

堂
立
願
の
事

紙
子
佛
立
願
の
事
・
同
頭
痛
立
願
の
事

　
　
　
　
　

立
願
の

事

同
石
神
立
願
の
事
・
同
牛
の
宮
立
願
の
事

　
　
　
　
　
事

同
庚
申
堂
参
詣
の
事
・
同
境
内
九
頭
龍
権
現
の
事
・
同
頭
痛
除
の
事

（1＄　（1⑳　（口）　（L（）　（9）　（8）　（7）

同
西
大
門
布
袋
像
の
事

天
王
寺
勝
曼
院
立
願
の
事

勝
曼
院
連
葉
の
黍
の
事

同
薬
師
堂
安
産
立
願
の
事

同
文
珠
堂
立
願
の
事

同
引
導
鐘
の
事

同
七
月
千
日
参
り
の
事

お

わ
り
に

①
乳
の
オ
ン
バ
サ
ン

②
　
太
子
堂
の

針

③
椎
寺
薬
師
堂

はじめに

は

じ
め
に

　
大
阪

に
お
け

る
民
間
信
仰
を
み
て
い
く
場
合
、
最
も
大
阪
の
人
々
か
ら
親
し
ま

れ
た

社
寺
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
く
の
が
適
切
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、

単
に
現
在
の
信
仰
の
み
を
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
過
去
に
お
け
る
信
仰
及
び

そ

の

変
遷
・
変
質
等
を
も
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
そ
の
内
容
の
把
握
が

確
か
な
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
対
象
地
域
を
「
大
阪
」
と
限
定
を
し
た
が
、
そ
の
対
象
と
な
る
カ

ミ
・
ホ
ト
ケ
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
そ
こ
で
「
大
阪
の
呪
祭
」
を
最
も
端
的

に
示

し
て
い
る
『
榊
離
願
懸
重
賓
記
初
篇
』
（
以
下
『
初
篇
』
と
略
す
）
及
び
「
祠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宏

佛
霊
験
記
圓
會
二
篇
目
録
」
（
以
下
「
二
篇
目
録
」
と
略
す
）
を
素
材
と
し
て
、



都市大阪における呪祭

前
記
の

視
点
を

鑑
み
、

る
。

住
吉
大
社
と
四
天
王
寺
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
く
こ
と
に
す

一
、

『
初
篇
』
と
「
二
篇
目
録
」
に
つ
い
て

　
歌
舞
伎
狂
言
作
者
の
濱
松
歌
國
（
一
七
七
六
～
一
八
二
七
）
は
、
『
摂
陽
落
穂

集
』
（
文
化
五
年
‖
一
八
〇
八
序
）
、
『
摂
陽
奇
観
』
（
文
化
・
文
政
頃
）
の
著
老
と

し
て
知
ら
れ
、
近
世
大
坂
の
地
理
・
歴
史
、
故
事
来
歴
等
に
精
通
し
た
人
物
で
あ

る
。　

江
戸
に
お

い

て
、
同
じ
く
歌
舞
伎
狂
言
作
者
で
あ
る
二
世
並
木
五
瓶
（
萬
壽
亭

正

二
）
が
、
『
願
懸
重
賓
記
』
（
文
化
十
一
年
‖
一
八
一
四
）
を
著
し
た
の
を
受
け
、

文
化
十
三
年

（
一
八
一
六
）
に
、
大
坂
及
び
大
坂
周
辺
の
社
寺
等
の
御
利
益
・
願

掛
け

の
方
法
・
お
礼
参
り
の
仕
方
な
ど
を
詳
細
に
記
し
た
『
初
篇
』
を
著
し
た
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
「
重
宝
記
」
は
、
と
も
に
当
時
の
一
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

続
編
や
他
地
域
版
も
計
画
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
書
名
そ
の
も
の
に
「
初
篇
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
『
初
篇
』
は
『
肺
佛

霊
験
記
圓
會
』
（
文
政
七
年
‖
一
八
二
四
）
と
し
て
書
名
を
変
え
て
再
板
さ
れ
て

い

る
（
『
初
篇
』
と
同
板
）
。
こ
の
書
に
、
コ
一
篇
目
録
」
と
し
て
八
二
項
目
（
た

だ

し
一
項
目
の
み
欠
）
を
掲
載
し
、
「
近
日
本
出
」
を
「
二
篇
目
録
」
の
下
部
に
、

さ
ら
に
奥
付
に
は
「
近
日
う
り
い
だ
し
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
板
行
さ
れ
た
か

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
板
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
初
篇
』
に
は
六
九
項
目
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
御
利
益
の
内
容
を
ま

表1　御利益の内容

瘡 10癌風 1凍

2瘡

1痛

厄　除15
歯　痛16
痔疾（五痔）15

安　産｝5
開運・福徳13

下の病13
頭　痛13
梅　剰1
足の病12
授　乳12
眼　病11
労　咳巨
酒　酬1
難　病11

月 代11
中 風11
火災・盗難除　11

子授避妊11
裁縫上達11
歯ぎしり11
積 聚11
狐つ　き11
小児の病気12
腫 物11
複数にまたがる場合
は全て数に入れた。

お札，加持・祈薦の

場合も数えて列挙し
た。

と
め
る
と
〈
表
1
＞
と
な
る
。
こ
の
『
初
篇
』
及
び
「
二
篇
目
録
」
を
合
せ
れ
ば
、

近
世
大
坂
に
お

け
る
庶
民
信
仰
の
実
態
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
が
、
コ
一
篇
目
録
L
は

そ
の
言
葉
通
り
の
目
録
だ
け
の
表
記
の
た
め
、
そ
の
再
現
に
は
か
な
り
の
努
力
が

　
　
　
　
（
2
）

必
要
で
あ
る
。
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二
、
住
吉
大
社
と
四
天
王
寺

　
　
ω
　
住
吉
大
社
の
概
略

　
住
吉
大
社
は
上
町
台

地
の
南
端

（
大
阪
市
住
吉
区

二
丁
目
）
に
鎮
座
し
、
い
わ

　
　
　
　
　
　
う
わ
つ
つ
お
の
み
こ
と
　
な
か
つ
つ
お
の
み
こ
と
　
そ
こ
つ
つ
お
の
み
こ
と

ゆ

る
住
吉
三
神
（
表
筒
男
命
・
中
筒
男
命
・
底
筒
男
命
）
と
神
功
皇
后
と
の
四
神



を

祭
神

と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
他
境
内
及
び
境
外
に
数
多
く
の
摂
社
・
末
社
が
あ

る
（
図
1
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
よ
つ

　
大
阪
の

人
々
か
ら
「
住
吉
さ
ん
」
と
親
し
み
を
込
め
た
呼
び
方
を
さ
れ
、
正
月

三
箇

日
の
参
拝
者
は
二
八
〇
万
人
を
越
え
て
い
る
（
表
2
）
。

　
古
来
よ
り
海
上
安
全
守
護
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。
奈
良
時
代
、
遣
唐
使
発

遣
の
際

に

は
、
必
ず
航
海
無
事
の
奉
幣
祈
願
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に

は
東
廻

り
・
西
廻
り
航
路
等
の
内
海
航
路
の
発
達
に
と
も
な
い
、
海
運
業
老
や
漁

師

の

信
仰
を
集
め
た
。
こ
の
こ
と
は
、
西
廻
り
航
路
に
沿
っ
た
各
地
の
神
社
に
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

納

さ
れ
て
い
る
多
く
の
弁
才
船
・
北
前
船
な
ど
を
描
い
た
船
絵
馬
や
、
住
吉
大
社

境
内
に
所
狭
し
と
奉
納
さ
れ
た
六
〇
〇
余
基
の
石
灯
籠
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
一
方
、
平
安
時
代
か
ら
住
吉
明
神
は
歌
神
と
し
て
も
信
仰
を
集
め
、
和
歌
三
神

の

一
つ
に
数
え

ら
れ
た
。
そ
の
関
係
で
、
藤
原
道
長
・
藤
原
頼
通
・
後
鳥
羽
上

皇
・
藤
原
定
家
を
は
じ
め
と
し
、
二
条
家
・
六
条
家
も
住
吉
詣
で
を
行
っ
た
。

　
そ

し
て
、
数
多
く
の
歌
会
や
歌
合
が
催
さ
れ
、
歌
集
や
日
記
・
歌
物
語
等
に
住

　二、住吉大社と四天王寺

表2　最近10年正月三箇日

　　参拝者数

昭和57年［ 289万人

〃58∋294万人

〃59『285万人
〃・・年｜286万人

〃61年　　　285万人

〃62年　　　283万人

〃63年1289万人

〃64年　　　285万人

平成2年　　　291万人

〃3年　　283万人

（警察庁発表）

写真1　住吉神画像（大阪市立美術館蔵）

吉
の
名
称
が
記
さ
れ
も
し
た
。
単
に
名
称
だ
け
で
は
な
く
、
『
伊
勢
物
語
』
や

『
源
氏
物
語
』
に
は
住
吉
明
神
と
和
歌
の
結
び
つ
き
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
和
歌
だ
け
で
は
な
く
、
俳
詣
・
紀
行
文
・
狂
歌
な
ど
の
庶
民
文
学
の
神

と
し
て
も
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
松
尾
芭
蕉
の
住
吉
詣
で
や
、

井
原
西

鶴
の
住
吉
神
前
に
お
け
る
大
矢
数
の
奉
納
に
代
表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、
三
都
の
書
林
仲
間
に
よ
っ
て
土
蔵
（
御
文
庫
）
が
寄
附
さ
れ
、
多
く
の
献

書
も
な
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
住
吉
明
神
は
古
く
か
ら
現
形
す
る
神
と
し
て
も
知
ら
れ
、
数
多
く
の
歌

文
に

「
住
吉
の

あ
ら
人
神
」
と
記
さ
れ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
『
住
吉
大
社
神
代
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

に
は
灌
慨

用
水
の
神
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
苗
代
を
作
る
方
法
を
教
え
た
神
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o

人

　　　楠

に劃き

　

－
晶
、

　
　

第
四
本
宮

晶
晶

　
　

第
三
本
宮

5
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社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1　住吉大社境内略図

　　　　　　　　略　図　凡　例

1絵馬殿　2船玉神社　3祈薦殿　4神楽殿　5祓殿　6祈薦受付所　7住吉文華館

8鉾社　9楯社　10侍者社　U高庫　12市戎大国社　13五月殿14龍社

15誕生石　16志賀神社　17海士子社　18児安社　19種貸社　20星宮　21后土社

22五社23招魂社　24薄墨社25斯主社　26今主社27八所社28新宮社

29御文庫　30貴船社　31立聞社32若宮八幡宮　33五所御前　34石舞台　35斎館
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三、住吉大社と呪祭

と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
松
苗
と
鍬
を
持
っ
た
姿
を
描
い
た
「
住
吉
明
神

画
像
」
（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
、
写
真
1
）
、
六
月
十
四
日
に
営
ま
れ
る
御
田
植
神

事
は
言
う
に
は
及
ば
ず
、
農
耕
神
と
し
て
の
信
仰
を
も
集
め
て
い
た
こ
と
が
理
解

で
き
る
。②

　
四
天
王
寺
の
概
略

　
大
阪
市
天
王
寺
区
四
天
王
寺
一
丁
目
に
位
置
し
、
荒
陵
山
敬
田
院
と
号
す
る
。

　
　
　
て
ん
　
の
　
じ

ま
た
、
「
天
王
寺
さ
ん
」
と
呼
び
親
し
ま
れ
、
数
あ
る
大
阪
の
寺
院
の
代
表
的
存

在

で
、
一
月
十
四
日
に
営
ま
れ
る
〃
ど
や
ど
や
”
や
春
秋
の
彼
岸
に
お
け
る
〃
天

王
寺
参

り
〃
、
八
月
九
～
十
日
の
千
日
参
り
（
千
日
詣
で
と
も
称
す
る
）
に
は
、

多
く
の
参
拝
者
で
境
内
は
に
ぎ
わ
う
。
も
と
天
台
宗
に
属
し
て
い
た
が
、
現
在
は

和
宗
総
本
山

で
、
本
尊
は
救
世
観
世
音
菩
薩
で
あ
る
。

　
聖
徳
太
子
の

戦
勝
祈
願
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
伽
藍
は
中
門
・
五

重
塔
・
金
堂
・
講
堂
が
一
直
線
に
配
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
四
天
王
寺
方
式
で

あ
る
。
た
び
た
び
罹
災
し
た
が
、
そ
の
都
度
復
興
を
重
ね
た
。

　
平
安
時
代
末
期
、
末
法
思
想
に
基
づ
く
浄
土
信
仰
の
華
や
か
し
頃
、
日
想
観
の

適
地
で
あ
っ
た
た
め
、
「
西
門
は
極
楽
浄
土
の
東
門
に
通
じ
る
」
と
さ
れ
、
住
吉

詣
で
・
熊
野
詣
で
と
と
も
に
四
天
王
寺
詣
で
が
隆
盛
を
み
る
よ
う
に
な
り
、
法
皇

・

貴
族
の
み
な
ら
ず
、
貴
賎
を
問
わ
ず
、
日
想
観
を
修
す
る
霊
場
と
な
っ
た
。
そ

れ
に

と
も
な
い
門
前
町
も
発
達
し
た
。
ま
た
、
極
楽
浄
土
を
願
っ
て
難
波
の
海

（
住
吉
の
浜
か
ら
）
へ
入
水
す
る
者
も
あ
っ
た
。

　
鎌
倉
時
代
に
は
、
親
鄭
や
日
蓮
な
ど
の
高
僧
も
こ
の
四
天
王
寺
で
日
想
観
を
修

め
、
眼
を
開
い
て
各
自
の
宗
を
唱
え
た
。
鎌
倉
後
期
に
は
太
子
信
仰
が
復
活
し
て
、

忍
性

ら
の
活
動
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
北
朝
の
頃
に
は
、
『
太
平
記
』

に
楠
木
正
成
が
四
天
王
寺
を
信
仰
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
元
和
元
年

（
一
六
一
五
）
の
大
坂
夏
の
陣
で
、
四
天
王
寺
は
烏
有
に
帰
し
た
が
、

の

ち

元
和
四
年
に
復
興
し
た
。
そ
の
後
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
雷
火
よ
り

罹
災
。
こ
の
時
、
再
興
に
尽
力
し
た
の
が
民
間
人
の
紙
屑
商
淡
路
屋
太
郎
兵
衛
で

あ
り
、
こ
の
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
再
興
時
期
と
相
前
後
し

て
、
四
天
王
寺
に
対
す
る
信
仰
ー
彼
岸
参
り
や
千
日
参
り
等
1
が
庶
民
層
に

浸
透
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
四
天
王
寺
舞
楽
は
日
本
古
典
芸
能
の
中
で
も
著
名
な
も
の
で
、
四
月
二

十
二

日
の
聖
霊
会
舞
楽
は
オ
シ
ョ
ウ
ラ
イ
と
称
し
て
親
し
ま
れ
、
季
節
の
変
り
目

の

挨
拶
と
し
て
「
寒
さ
の
果
て
の
お
し
ょ
う
ら
い
」
と
使
わ
れ
て
い
る
。

三
、
住
吉
大
社
と
呪
祭

　
『
初
篇
』
に
は
五
例
、
同
じ
く
「
二
篇
」
に
は
六
例
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

れ

ら
を
中
心
に
し
て
、
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ω
　
住
吉
御
湯
参
詣
の
事

こ

住
吉
大

明
祠
の
碑
輿
は
毎
年
六
月
十
三
日
前
の
濱
に
て
す
N
き
洗
ふ
是
を
祠

輿
あ
ら
ひ
と
も
御
湯
と
も
い
ふ
這
日
ハ
前
の
海
う
し
ほ
湯
と
成
て
恰
も
涌
す
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都市大阪における呪祭

　
　
か
如

く
也
参
詣
諸
人
濱
に
行
て
浴
な
し
ひ
え
一
切
の
病
平
愈
な
す
と
い
ひ
傳

　
　
ふ

　
同
じ
濱
松
歌
國
の
手
に
よ
る
『
摂
陽
見
聞
筆
拍
子
』
（
文
化
九
年
‖
一
八
＝
一

頃
成
立
）
に
は

　
　
住
吉
大
明
耐
の
祠
輿
を
、
六
月
十
三
日
前
の
は
ま
に
て
す
s
ぎ
洗
ふ
、
是
を

　
　
祠
輿
あ
ら
ひ
と
も
お
湯
と
も
い
ふ
、
其
日
は
前
の
海
う
し
ほ
湯
と
成
て
、
あ

　
　
だ

か
も
涌
が
ご
と
く
也
、
諸
人
此
日
詣
ふ
で
、
は
ま
に
行
ゆ
あ
み
す
る
事
あ

　
　
り
、
ひ
へ
一
切
の
病
人
多
く
入
る
に
、
病
平
愈
す
る
と
い
ふ
、

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
同
様
の
記
述
が
み
え
る
。

　
住
吉
大
社
の

夏
祭
は
一
般
に
住
吉
祭
と
称
さ
れ
て
い
る
。
神
事
の
日
程
・
構
成

（現

行
）
は
、
七
月
十
五
、
六
日
の
神
輿
洗
神
事
、
同
月
三
十
日
の
宵
宮
祭
、
同

月
三
十
一
日
の
例
大
祭
及
び
夏
越
祓
神
事
、
八
月
一
日
の
渡
御
祭
及
び
荒
和
大
祓

神
事
か
ら
な
る
。
こ
の
御
輿
洗
神
事
を
示
し
て
い
て
、
夏
祭
に
用
い
る
神
輿
を
長

峡
の
浦
に
お
い
て
、
舟
で
海
水
を
汲
ん
で
祓
い
清
め
ら
れ
る
。

　

日
付
が
「
十
三
日
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
祭
礼
の
前
日
で
あ
る
十
三
日
か
ら

人
々
が
群
集
す
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
摂
津
名
所
図
会
』

（
秋
里
離
島
著
、
寛
政
八
年
‖
一
七
九
六
）
の
次
の
記
述
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

　
　
六
月
十
四
日
潮
湯
。
此
日
近
世
よ
り
諸
人
冠
頭
に
群
参
し
、
住
吉
浦
の
潮
水

　
　
に
浴

し
、
百
病
平
癒
を
薦
る
に
霊
験
柄
然
し
。
土
人
曰
く
、
こ
れ
を
御
祓
の

　
　
御
輿
洗

と
い
ふ
。
又
諺
に
云
く
、
此
日
熊
野
本
宮
の
温
泉
こ
ふ
に
湧
出
る
と

　
　
そ
。
凡
十
三
日
よ
り
十
五
日
に
至
り
て
群
集
す
る
事
、
汐
干
・
御
祓
の
如
し
。

　
　
（
中
略
）
此
浦
の
潮
湯
、
時
節
の
太
陽
熾
に
し
て
、
海
濱
に
徹
し
潮
水
を
熱

（法竃

遥

ミ
ざ

“
ζ

驚

図2　お湯（『摂津名所図会』より）
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三、住吉大社と呪祭

　
　
す
。
故
に
萬
病
こ
れ
に
鯛
れ
ば
、
忽
陽
氣
肌
膚
に
め
ぐ
り
て
平
癒
す
。
殊
に

　
　
身
艘
疹
痛
・
虚
寒
・
厭
冷
の
性
に
功
験
あ
り
（
後
略
、
図
2
参
照
）
。

　

こ
の
『
摂
津
名
所
図
会
』
で
は
、
冷
え
症
以
外
に
、
疹
痛
に
も
効
果
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

　
泉
州
沿
岸
地
域
で
は
、
こ
の
日
、
住
吉
の
御
輿
を
洗
う
た
め
に
、
遠
く
熊
野
か

ら
潮
流
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
こ
れ
を
御
湯
（
オ
ユ
）
あ
る
い
は

泥
湯
と
も
称
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
オ
ユ
の
帰
り
を
モ
ド
リ
ユ
と
い
い
、
こ
れ
で

足
を

洗
う
と
一
年
中
病
気
を
し
な
い
と
も
伝
え
る
。
ま
た
、
高
石
市
の
高
石
神
社

で

は
、
同
日
、
御
湯
祭
り
と
称
し
て
、
住
吉
大
社
同
様
に
神
輿
を
洗
う
神
事
が
執

り
行
わ
れ
る
。

　
】
方
、
『
浪
花
十
二
月
書
譜
』
（
狂
言
堂
春
や
繊
月
著
、
嘉
永
二
年
1
1
一
八
四

九
）
に
は
、

　
　
住
吉
泥
湯
　
六
月
十
四
日
撮
州
住
吉
浦
に
お
ゐ
て
汐
を
の
れ
と
涌
上
る
を
諸

　
　
病
を

除

く
の
呪
と
て
人
く
ん
じ
ゆ
し
て
此
汐
を
浴
る
事
を
び
た
玉
し
一
説
に

　
　
住

よ
し
の
碑
輿
を
そ
ふ
ぎ
し
あ
と
か
く
の
ご
と
し
と
い
ふ

と
記
さ
れ
、
住
吉
の
神
輿
を
洗
っ
た
海
水
だ
か
ら
効
験
が
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
受
け
る
。
し
か
し
本
来
的
に
は
、
六
月
十
四
日
は
満
月

の

日
で
、
全
国
的
に
川
祭
り
を
行
う
日
で
あ
っ
て
（
カ
ワ
は
井
戸
や
泉
な
ど
を
含

み
、
単
に
水
の
流
れ
る
流
れ
川
だ
け
に
限
定
し
な
い
）
、
水
の
神
を
祭
り
半
年
間

の

ケ

ガ
レ

を

喫
祓
を

す

る
日
で
あ
る
。
京
都
の
有
名
な
舐
園
祭
り
も
山
鉾
巡
行
に

先
立
っ
て
行
わ
れ
る
神
輿
洗
い
に
、
夏
祭
り
の
本
来
的
な
意
義
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
各
土
地
土
地
で
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
川
祭
り
に
お
け
る
綾
祓
も
、

長
い

歴
史
の
営
み
の
な
か
で
、
近
在
の
住
吉
大
社
の
神
輿
洗
い
神
事
が
有
名
に
な

り
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
に
と
も
な
い
、
各
土
地
に
お
け
る
川
祭
り
の

喫
祓
の
行
事
が
忘
れ
去
ら
れ
、
オ
ユ
が
さ
ら
に
有
名
と
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
同
祠
馬
鰭
除
の
事

　
　
住
吉
大

明
神
の
神
馬
ハ
平
日
に
本
吐
の
側
に
有
鰭
を
す
る
人
此
馬
の
飼
料
の

　
　
白
豆
を
三
粒
受
か
へ
り
て
喰
へ
ぽ
其
夜
よ
り
鰭
を
な
す
事
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
『
住
吉
名
所
鑑
』
（
田
寺
如
柳
著
、
享
保
二
年
H
一
七
一
七
）
の
挿
図
や
「
摂
州

住
吉
社
細
見
檜
圖
」
（
天
明
1
1
一
七
八
〇
代
前
後
頃
刊
行
か
）
に
よ
る
と
、
神
馬

舎
は
第
一
本
宮
の
南
の
方
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
の
後
の
『
摂
津

名
所
図
会
大
成
』
（
暁
鐘
成
著
、
安
政
期
1
1
一
八
五
四
～
六
〇
頃
成
立
）
に
よ
る
と
、

「
一
の

神
殿

〔第
一
本
宮
〕
の
北
の
傍
二
あ
り
」
と
移
動
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

文
化
年
間
に
は
第
一
本
宮
の
南
北
の
ど
ち
ら
に
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
同
書
に
は
、

　
　
同
村
〔
北
田
辺
村
〕
二
あ
り
い
に
し
へ
よ
り
住
吉
の
祠
役
を
つ
と
む
則
ち
白

　
　
の

碑
馬
を
毎
朝
住
吉
へ
牽
ゆ
き
神
馬
舎
に
つ
な
ぎ
て
守
護
し
毎
夕
つ
れ
か
へ

　
　
り
て
當
村
に
お
い
て
養
ふ
（
後
略
）
。

　

こ
の
北
田
辺
村
で
神
馬
を
飼
う
こ
と
は
戦
後
し
ぽ
ら
く
ま
で
続
い
て
い
た
。
そ

の

役
は
橘
氏
が
代
々
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
神
馬
が
往
復
す
る
道
は
一
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
く
ば

て

お

り
、
と
り
わ
け
南
海
上
町
線
帝
塚
山
四
丁
目
駅
の
東
の
道
は
、
今
も
〃
白
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

街
道
〃
と
称
さ
れ
て
い
る
。
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は

ぎ
し
り
の
呪
い
で
あ
る
豆
は
、
現
在
も
神
馬
舎
で
頒
布
さ
れ
て
お
り
、
時
折

買
い
求
め
る
人
が
あ
る
と
い
う
。
就
寝
前
に
豆
を
三
粒
食
す
る
と
よ
い
と
い
う
。

㈲
　
同
神
宮
寺
五
大
力
信
心
の
事

　
　
住
吉
神
宮
寺
の
五
大
力
菩
薩
の
眞
像
ハ
恭
な
く
も
住
吉
明
神
の
御
筆
な
れ
バ

　
　
信
心
な
し
奉
ら
ず
ん
バ
有
べ
か
ら
す
廻
船
渡
海
の
荷
物
に
五
大
力
と
三
字
書

　
　
た

る
提
札
を
つ
け
置
に
其
荷
物
船
と
も
に
凶
事
あ
り
し
事
を
見
聞
せ
ず

　
神
宮
寺
は
新
羅
寺
と
称
し
、
天
台
宗
東
叡
山
に
属
し
、
天
平
宝
宇
二
年
（
七
五

八
）
、
孝
謙
天
皇
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
本
尊
は
薬
師
如
来
像
で
あ

っ

た
。
本
社
北
側
、
大
海
神
社
と
の
間
に
あ
り
、
本
堂
の
ほ
か
、
法
華
三
昧
堂

・

法
華
常
行

堂
・
大
日
堂
・
東
塔
・
西
塔
・
賓
蔵
な
ど
仏
堂
八
宇
・
僧
房
十
余
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
図
3
参
照
）
。

　
五
大
力
像
は
住
吉
明
神
が
松
の
葉
で
描
い
た
と
伝
え
、
神
宮
寺
境
内
北
東
隅
に

あ
っ
た
校
倉
造
の
賓
蔵
に
あ
っ
た
。
明
治
維
新
後
、
神
仏
分
離
令
に
よ
り
神
宮
寺

は
廃
寺
と
な
っ
た
が
、
護
摩
堂
だ
け
が
現
在
も
残
り
招
魂
社
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。

　
「
五
大
力
菩
薩
像
」
五
幅
は
高
野
山
普
賢
院
に
あ
り
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
安
置
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
五

大

力
の
仏
像
も
あ
る
。
こ
ち
ら
の
方
は
同
じ
天
台
宗
と
い
う
こ
と
で
、
近
く
に
あ

る
松
野
山
地
蔵
寺
（
住
吉
区
墨
江
一
丁
目
）
で
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在

で
も
こ
の
五
大
力
の
五
体
の
仏
像
（
秘
仏
）
及
び
板
木
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
こ

こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
五
大
力
と
航
海
安
全
が
な
ぜ
結
び

｝．瀬
＼

●

乏
「
り
兵

敢
蔦
．講　：γ’竜・

ポー献

　
　
　

堅

　
　
　
　
　
｝
曇

字
互
’

や．

図3　神宮寺全景（『住吉名勝図会』より）
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三、住吉大社と呪祭

っ
く
よ
う
に
な
っ
た
か
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
、
関
東
周
辺
で
〃
五
大
力
〃
と
称
す
る
小
廻
し
の
廻
船
が
あ
っ
た
。

廻
船

と
瀬
取
船
の
両
方
の
機
能
を
有
す
る
船
で
、
十
七
世
紀
末
に
は
上
方
～
江
戸

間
を
航
行
し
た
二
〇
〇
石
積
級
の
船
で
あ
る
。
石
井
謙
治
氏
は
、
関
西
に
お
け
る

五
大
力
（
船
）
の
史
料
は
『
船
法
御
定
並
諸
方
聞
書
』
を
唯
一
知
る
だ
け
で
あ
る

と
し
、
大
坂
の
舟
大
工
で
あ
っ
た
『
和
漢
船
用
集
』
の
著
者
が
、
同
書
に
五
大
力

の

名
称
を
書
き
も
ら
す
は
ず
が
な
い
と
考
え
、
元
禄
頃
で
は
五
大
力
と
呼
ば
れ
て

い
た

弁
才
船
が
、
ベ
ザ
イ
船
の
呼
称
に
定
ま
り
、
十
八
世
紀
中
葉
の
上
方
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

五
大
力
の
名
を
忘
れ
ら
れ
た
か
ら
だ
と
推
定
し
て
い
る
。

　

つ

ま
り
、
上
方
で
は
五
大
力
と
弁
才
船
を
同
じ
扱
い
を
し
て
い
た
。
こ
の
た
め

に

名
称
が
同
じ
で
あ
る
（
船
の
五
大
力
と
い
う
名
称
は
、
仏
像
の
五
大
力
と
い
う

名
称
に
由
来
す
る
）
。
さ
ら
に
、
海
上
守
護
の
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
る
住

吉
大
社
の
神
宮
寺
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
航
海
安
全
、
船
荷
無
事
の
信
仰

が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
五
大
力
に
対
す
る
信
仰
は
、
神
宮
寺
廃
寺
後
絶
え
る
が
、
そ
の
後
、
新
た
な
信

仰

と
し
て
再
生
さ
れ
、
受
け
つ
が
れ
て
い
く
。
そ
の
信
仰
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
〃
五
所
御
前
〃
及
び
大
歳
社
の
石
の
信
仰
で
あ
る
。
五
所
御
前
の
玉
垣
の
中
の

小
石

に
、
〃
五
〃
〃
大
〃
〃
力
〃
あ
る
い
は
〃
五
大
力
〃
と
書
か
れ
た
も
の
を
見

つ
け
、
家
へ
持
ち
帰
っ
て
神
棚
に
祭
る
。
祈
願
が
叶
う
と
別
の
小
石
に
同
様
の
文

字
を

書
い
て
返
納
す
る
。
元
は
〃
五
〃
の
文
字
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
今
日
で

は
、
初
辰
さ
ん
の
日
に
神
職
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
小
石
が
玉
垣
内
に
入
れ
ら
れ
る
。

朝
早
く
か
ら
参
拝
す
る
人
達
が
真
剣
に
な
っ
て
、
文
字
の
書
か
れ
た
小
石
を
探
し

て

い
る
。

　
一
方
、
大
歳
社
の
方
で
も
、
初
辰
さ
ん
の
日
に
月
参
り
に
来
る
人
達
で
賑
わ
う
。

商
売
繁
昌
、
家
内
安
全
等
の
祈
願
を
す
る
参
拝
者
に
対
し
て
、
祈
祷
し
た
〃
大
〃

の

字
を

書
い
た

小
石
を

祈
願
の

印
と
し
て
い
た
だ
き
、
月
参
り
の
お
守
り
に
す
る

こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

④
　
同
大
歳
社
参
詣
の
事

　
　
大
歳
の
肚
ハ
住
吉
四
杜
の
本
殿
の
南
淺
澤
の
末
野
中
に
あ
り
と
い
へ
ど
も
諸

　
　
人

よ
く
知
り
て
月
参
す
る
輩
多
し
此
祠
に
立
願
す
れ
バ
商
人
職
人
節
季
毎
に

　
　
頁
懸
滞

な
く
請
取
損
銀
な
し
と
い
ひ
傳
へ
信
心
の
輩
少
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
と
し
の
か
み

　
商
都
大
坂
ら
し
い
信
仰
の
内
容
で
あ
る
。
大
歳
社
は
大
歳
神
を
祭
神
と
し
、

農
業
神
、
稲
の
収
穫
の
守
護
神
で
あ
る
。
商
人
に
と
っ
て
、
農
業
の
収
穫
に
相
当

す

る
こ
と
は
、
資
本
の
回
収
、
売
掛
金
の
回
収
で
あ
る
。
ま
た
、
　
〃
大
歳
〃
と
い

う
音
韻
の
連
想
か
ら
年
末
の
大
歳
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
節
季
、
節
季
払
い
に
結
び
つ

け
、
売
掛
金
の
回
収
H
集
金
の
神
、
さ
ら
に
、
集
金
順
調
は
商
売
順
調
に
結
び
つ

き
、
商
売
繁
昌
の
信
仰
が
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
同
様
の
こ
と
が
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
に

　
　
右
安
立
町
の
北
は
し
よ
り
東
一
町
あ
ま
り
二
あ
り
延
喜
式
云

　
　
　
草
津
大
歳
紳
赴
と
ハ
是
な
り
祭
神
素
蓋
烏
奪
の
御
子
大
歳
神
な
り
五
穀
祠

　
　
と
す
近
來
浪
花
の
商
質
こ
の
祠
を
い
の
れ
バ
金
銀
取
引
の
契
約
に
異
攣
な
く

　
　
節
季
毎
に
頁
懸
の
金
銭
速
に
あ
つ
ま
る
と
て
詣
人
平
日
に
聞
断
な
し
其
由
緒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
35

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
つ
ま
び
ら
か
な
ら
ず
と
い
へ
ど
も
祠
ハ
奪
敬
よ
り
霊
雁
あ
ら
た
に
し
て
信
あ
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る
を
以
て
徳
を
盆
然
れ
バ
詣
し
て
信
仰
せ
バ
幸
ひ
を
得
る
こ
と
疑
ひ
有
べ
か

　
　
ら
ず

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
歌
國
の

『
摂
陽
見
聞
筆
拍
子
』
に
は

　
　
第
十
四
吐
は
大
歳
の
祠
と
て
、
最
初
天
照
太
祠
と
そ
つ
の
内
ゐ
ん
よ
り
、
此

　
　
界
に
下
る
べ
し
、
我
住
べ
き
所
や
有
、
委
敷
見
て
参
る
べ
し
と
、
御
使
に
く

　
　
だ

し
給
ふ
虚
に
、
此
神
地
景
の
面
白
に
愛
で
給
ひ
て
、
長
居
し
て
蹄
る
事
を

　
　
告
さ
せ
給
は
ざ
り
し
に
よ
つ
て
、
天
照
太
神
待
ち
か
ね
さ
せ
給
ひ
て
、
天
く

　
　
だ

り
給
ふ
、
の
び
く
に
お
は
し
ま
す
に
よ
り
て
、
長
岡
の
峯
を
追
い
だ
さ

　
　
れ
、
淺
澤
の
流
れ
の
末
ひ
が
た
の
東
、
住
よ
し
の
み
な
み
に
お
は
し
ま
す
、

　
　
是
に

よ
つ
て
此
所
を
長
居
の
浦
と
い
ふ
、
大
歳
の
祠
肚
は
諸
人
よ
く
知
り
て
、

　
　
月
参
す
る
と
も
が
ら
も
多
く
、
此
神
に
立
願
す
れ
ぽ
、
商
人
職
か
た
節
季
毎

　
　
の
夏
か
け
銀
、
よ
く
取
る
ふ
と
い
ひ
傳
ふ
（
後
略
）
。

と
、
長
居
の
地
名
伝
説
と
と
も
に
集
金
の
神
と
し
て
の
大
歳
社
を
、
京
都
市
右
京

区
嵯
峨
朝
日
町
に
鎮
座
す
る
車
折
神
社
と
と
も
に
、
紹
介
し
て
い
る
。

⑤
　
同
誕
生
石
安
産
の
事

　
住
吉
誕
生
石
の

か
た

ハ
ら
の
小
石
三
ツ
拾
ひ
蹄
り
懐
胎
の
婦
人
信
心
す
れ
バ

　
安
産

し
て
母
子
と
も
に
凶
事
な
し
御
禮
に
ハ
拾
ひ
蹄
り
し
小
石
に
添
て
随
分

　
清
浄

な
る
土
地
の
小
石
を
三
ツ
拾
ひ
て
以
前
の
石
と
共
に
誕
生
石
の
か
た
ハ

　
ら
へ
納
む
べ
し

歌
國
は

『
筆
拍

子
』
で
は
単
に
「
誕
生
石
に
小
石
を
さ
ふ
げ
て
安
産
を
い
の

⊇荊
rソmz

・

．

攣

註

図4　誕生石（『住吉名勝図会』より）

る
L
と
だ
け
の
説
明
で
終
っ
て
い
る
。

　
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
の
春
、
丹
後
の
局
が
社
頭
で
産
気
づ
き
、
大
石
に
よ

り
か
か
っ
て
、
薩
摩
の
国
主
島
津
忠
久
を
安
産
し
た
と
い
う
古
伝
（
図
4
参
照
）

が
あ
る
。

　
〈

図
4
∨
や
∧
図
5
＞
の
誕
生
石
の
位
置
と
現
在
地
を
比
較
す
る
と
、
前
者
の

位
置

と
多
少
の
ず
れ
が
み
ら
れ
る
。
い
つ
の
頃
か
移
動
さ
せ
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う

か
。　

誕
生
石
の

そ
ば

の

小
石
三
個
を

拾
っ
て
帰
り
、
安
産
の
祈
願
を
す
れ
ば
よ
い
と

い

う
。
お
礼
に
は
、
先
程
の
小
石
に
清
浄
な
場
所
の
小
石
を
三
個
添
え
て
、
誕
生

石
の
ぞ
ぽ

に
返
納
す

る
。
し
か
し
、
こ
の
習
俗
は
大
正
年
間
に
は
廃
れ
（
誕
生
石

の

周
囲
に
は
小
石
が
見
ら
れ
な
い
）
、
現
在
は
、
小
絵
馬
等
を
本
社
に
奉
納
し
て

236
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図5　住吉大社全景（『住吉名勝図会』より）

祈
願
す

る
か
、
誕
生
石
に
単
に
祈
願
す
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
事
例
の
よ
う
に
奉
納
さ
れ
た
奉
納
物
を
借
り
受
け
て
祈
願
を
す
る
場
合
、

お
礼
参

り
の
際
に
、
借
り
受
け
た
奉
納
物
に
新
た
な
奉
納
物
添
え
て
、
倍
に
し
て

返
納
す

る
の
が
一
般
的
な
作
法
で
あ
る
。

⑥
　
住
吉
の
社
へ
黍
を
植
る
立
願
の
事

　
「
住
吉
大
社
」
と
「
松
」
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
仲
で
、
歌
枕
と
し
て
も
有
名

で
あ
る
。
こ
の
住
吉
大
社
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
松
を
植
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

何

ら
か
の
祈
願
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
天
明

年
間
（
一
七
八
〇
～
八
八
）
の
頃
、
住
吉
大
社
の
松
が
枯
死
し
か
け
た
た
め
、
俳

人
加
部
仲
ぬ
り
の
妻
吉
女
が
大
伴
大
江
丸
と
い
っ
し
ょ
に
、
風
流
人
に
松
苗
の
献

木
を
斡
旋
し
た
。
さ
ら
に
、
松
苗
の
植
主
の
一
首
一
句
の
献
詠
を
う
け
て
、
『
松

苗
集
』
（
全
一
三
冊
）
を
つ
く
っ
て
奉
納
を
し
た
。
以
後
、
松
苗
の
献
木
が
行
事

化

し
、
松
苗
神
事
と
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
松
苗
神
事
（
現
行

四

月
三
日
）
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
〔
暁
鐘
成
著
、
安
政
期
（
一
八
五
四
～
六
〇
）
〕
に
お

い
て

住
吉
の
松
に
関
す
る
記
事
と
し
て

　
　
　
當
吐
神
木
の
中
に
於
て
松
を
第
一
と
賞
す
る
事
ハ
人
皇
十
代
崇
神
天
皇
の

　
　
御
時
三
神
高
天
原
よ
り
天
降
り
給
ひ
墨
江
浦
に
影
向
の
初
三
本
の
松
忽
然
と

　
　
し
て
一
夜
に
生
ず
是
郎
大
神
影
向
の
瑞
木
に
し
て
永
く
住
吉
に
鎭
坐
し
給
ふ

　
　
先
表
な

り
其
時
天
皇
使
を
墨
江
に
遣
わ
し
て
其
霊
瑞
を
見
せ
し
め
此
に
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
給
ふ
是
よ
り
其
松
に
木
綿
を
か
け
注
連
縄
を
引
事
ハ
此
由
縁
に
し
て
今
影
向
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石

と
い
へ
る
ハ
其
古
蹟
也
と
言
傳
ふ
さ
れ
バ
住
江
松
林
下
久
迭
二
風
霜
一
と
ハ

　
　

こ
れ
な
り
と
住
吉
勘
文
に
見
え
た
り
自
爾
已
來
あ
る
ひ
ハ
和
寄
に
詠
し
或
ハ

　
　
詩
に
賦

し
松
を
賞
讃
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
故
に
古
今
の
序
に
も
高
砂
住
の
え

　
　
の
松

も
相
お
ひ
の
や
う
に
麗
ゆ
と
書
れ
た
り
（
中
略
）
一
説
二
住
吉
の
忘
草

　
　
と
い
へ
る
こ
と
種
々
の
説
あ
り
と
い
へ
ど
も
た
し
か
な
ら
ず
然
る
に
人
王
百

　
　
五
代
露
元
院
太
上
法
皇
詔
り
あ
り
て
住
吉
の
忘
草
蹴
上
い
た
す
べ
き
よ
し
お

　
　
ふ
せ
あ
り
し
か
バ
此
事
ハ
い
に
し
へ
よ
り
肺
秘
に
し
て
あ
か
ら
さ
ま
に
他
に

　
　
出
せ
し
こ
と
あ
ら
ず
と
い
へ
と
も
　
勅
命
も
だ
し
が
た
く
早
速
白
木
の
墓
に

　
　
の

せ
箱
に

お

さ
め
て
他
見
な
き
や
う
と
言
上
奉
り
献
上
し
け
れ
バ
　
帝
紫
震

　
　
殿
に

お

い
て

叡

覧
ま
し
く
け
る
に
白
木
の
量
に
緑
り
の
小
松
萱
本
植
た
り

　
　
さ
れ
バ
こ
そ
紳
秘
と
す
る
忘
草
ハ
小
松
な
り
と
此
聖
代
二
始
て
志
れ
け
る
と

　
　
い

ふ

の

記
述
が
見
え
る
。
住
吉
の
三
忘
（
忘
貝
・
忘
水
・
忘
草
）
と
し
て
朱
に
有
名
で

あ
る
が
、
そ
の
忘
草
と
し
て
の
松
を
植
え
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
心
の
悩
み
を

忘
れ

さ
せ
る
、
あ
る
い
は
、
悩
み
事
を
解
決
す
る
と
い
う
心
願
成
就
と
い
う
祈
願

を

考
え
る
事
も
可
能
で
あ
る
。

　
一
方
、
『
住
吉
名
勝
図
会
』
（
秋
里
離
島
著
か
、
寛
政
七
年
U
一
七
九
五
刊
）
に

は

「
立
木
松
の
圖
」
（
図
6
）
を
掲
げ
て

　
　
立
聞
社
（
神
田
の
傍
、
住
江
山
に
あ
り
、
西
向
御
杜
な
り
。
○
春
日
社
と
も

　
　
い

ふ
。
ま
た
長
岡
の
肚
と
も
云
ふ
）
祭
祠
祝
主
御
紳
な
り
。
こ
れ
す
な
は
ち

　
　
経
津
主
命
の
別
号
な
り
（
大
和
国
春
日
杜
は
、
第
一
天
児
屋
根
命
、
第
二
姫

　
　
御
神
、
第
三
祝
主
御
神
、
第
四
武
甕
槌
命
な
り
）
立
聞
は
立
木
な
り
。
当
砿

図6　立木松の図（『住吉名勝図会』）

　
　
の
神
主
、
大
神
へ
は
じ
め
て
出
仕
の
時
、
ま
つ
住
江
殿
に
入
り
、
殿
の
前
に

　
　
松
樹
を

植
ゆ
。
こ
れ
を
立
木
の
松
と
い
ふ
。
こ
の
事
当
杜
の
秘
事
な
る
よ
し
。

　
　
こ
の
紳
木
を
祝
ひ
祭
り
奉
る
御
祠
な
れ
ば
、
そ
の
名
を
呼
び
て
立
木
杜
と
い

　
　
ふ
な
る
べ
し
（
後
略
）
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
と
も
す
れ
ば
、
こ
の
故
事
に
な
ら
っ
て
、
立
聞
社
に
対
し

て

松
を
植
え

て

何
か
の

祈
願
を

し
た
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦
　
住
吉
東
ノ
肚
こ
ま
犬
立
願
の
事

　
「
東
ノ
杜
」
が
具
体
的
に
何
を
さ
す
の
か
不
明
で
あ
る
。
東
ノ
社
と
し
て
明
記

さ
れ
て
い
る
文
献
・
図
会
の
挿
図
・
古
絵
図
に
心
あ
た
り
が
な
い
。
た
だ
、
『
摂

津
名
所
図
会
』
の
挿
図
（
図
7
参
照
）
に
、
コ
本
吐
L
（
第
一
本
宮
）
の
東
手
に
鳥
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図7　住吉大社本社及びその周辺（r摂津名所図会』より）

居
が
立
ち
、
社
の
よ
う
な
比
較
的
大
き
な
建
物
が
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
、

こ
こ
で
言
う
「
東
の
杜
」
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
他
の
図
会
等
で
は
こ
の
建

物
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

　
現
在
の

第
一
本
宮
を
示
す
も
の
と
考
え
る
と
、
社
前
に
戦
前
ま
で
銅
製
の
狛
犬

が
一
対
あ
っ
た
（
太
平
洋
戦
争
中
、
供
出
さ
れ
た
た
め
に
現
存
せ
ず
）
。
た
だ
、

こ
の
銅
製
狛
犬
が
文
化
年
間
に
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
狛

犬
に
あ
る
種
の
祈
願
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
狛
犬
に
対
す
る
一
般
的

な
祈
願
と
し
て
、
狛
犬
の
足
を
こ
よ
り
等
で
縛
り
、
家
出
人
の
足
止
め
・
失
せ
物

が

出
て
く
る
と
い
っ
た
呪
術
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
に
は
単
に
こ
よ
り
で

縛
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
家
出
人
の
履
物
（
草
履
・
靴
な
ど
）
を
狛
犬
の
足
に

紐
で
結
び
付
け
る
と
い
う
こ
と
も
見
ら
れ
る
。
現
在
で
は
も
っ
と
多
様
な
祈
願
が

な
さ
れ
、
と
に
か
く
ど
ん
な
祈
願
の
時
で
も
行
い
、

く
。
や
は
り
こ
の
事
例
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

⑧
　
同
痘
瘡
立
願
の
事

願
い
が

叶
う
と
こ
よ
り
を
解

　
痘
瘡
は
天
然
痘
あ
る
い
は
疸
瘡
と
も
い
い
、
法
定
伝
染
病
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

て

い

る
。
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
創
始
し
た
種
痘
が
普
及
す
る
十
九
世
紀
以
前
は
、
世
界

各
地
で
流
行
を

み
、
そ
の
惨
禍
は
数
え
き
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
種
痘
の
成
果

に

よ
っ
て
、
一
九
八
〇
年
に
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
は
天
然
痘
の
根
絶
宣
言

を

す
る
に
至
っ
た
。

　
我

国
で
は
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
に
流
行
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
と
い
わ
れ
、

『
続

日
本
紀
』
に
も
「
天
下
患
碗
豆
瘡
、
天
死
者
多
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
庖
瘡
は
器
量
定
め
、
麻
疹
は
命
定
め
」
と
諺
に
、
イ
モ
・
イ
モ
ヤ
ミ
と
俗
に

言
わ
れ

る
よ
う
に
、
顔
一
面
に
醜
い
ア
バ
タ
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
そ
し
て
、

麻
疹
同
様
、
　
一
生
に
一
度
必
ず
か
か
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
、
感
染
し
て
も
軽
く

済
む

よ
う
に
願
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
巻
之
七
に
は
、

　
　
　
新
宮
杜

舟
玉
冠
の
南
に
列
る
祭
祠
事
解
男
速
玉
男
伊
弊
諾
伊

　
　
弊
再
等
の

紳
に
し
て
又
一
紳
あ
り
神
秘
と
い
ふ
俗
二
此
杜
を
庖
瘡
紳
と
云
是

　
　
ハ
庖
瘡
の
難
を
救
わ
せ
給
ふ
な
る
べ
し

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
宮
社
に
対
す
る
痘
瘡
平
癒
祈
願
と
考
え
ら
れ
る
。
現

在
の
新
宮
社
の
位
置
は
、
北
神
苑
東
側
に
今
主
社
・
八
所
社
な
ど
と
列
し
て
い
る

が
、
先
の
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
の
著
わ
さ
れ
た
安
政
年
間
に
は
そ
の
記
述
か
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声呂
㍉
社

』彩罐
霧

図8　新宮社（『住吉名勝図会』より）

ら
、
第
四
本
宮
の
社
前
、
瑞
垣
の
外
に
祀
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
古
く
元
禄
期

か

ら
寛
政
期
ご
ろ
ま
で
は
、
津
守
寺
（
明
治
元
年
廃
寺
、
現
住
吉
区
墨
江
二
丁

目
）
の
傍
に
鎮
座
し
た
こ
と
は
、
『
住
吉
松
葉
大
記
』
（
土
師
惟
朝
編
、
一
八
世
紀

初
頭
成
立
）
や
『
住
吉
名
勝
図
会
』
（
著
者
不
明
、
寛
政
七
年
二
七
九
五
〕
刊
）

の

挿
図
（
図
8
参
照
）
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

　
新
宮
社
が
痘
瘡
に
御
利
益
が
あ
る
と
い
う
機
能
は
、
摂
津
全
域
に
関
す
る
最
初

の

地
誌

と
し
て
有
名
な
『
摂
陽
群
談
』
（
岡
田
径
志
著
、
元
禄
十
一
年
〔
＝
ハ
九

八
〕
成
立
）
に
次
の
よ
う
な
故
事
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
由
来
す
る
の
か

も
知
れ
な
い
。

　
　
　
五
月
廿
八
日
、
御
田
植
の
肺
事
、
御
供
の
御
田
を
植
る
早
乙
女
は
、
泉
州

　
　
堺
、
南
傾
城
町
、
乳
守
遊
女
勤
之
。
世
俗
の
所
謂
、
神
功
皇
后
三
韓
を
征
し

　
　
玉
ひ
御
蹄
陣

の

時
、
長
門
國
よ
り
植
女
を
召
せ
、
五
穀
農
業
の
事
を
世
に
廣

　
　

し
玉
ふ
。
後
世
末
葉
愚
に
成
て
、
乳
守
の
遊
女
と
成
り
ぬ
。
因
弦
傾
城
、
今

　
　
に

植
女

と
成
の
例
と
云
、
或
は
何
の
帝
御
時
に
か
、
皇
后
悪
瘡
を
愁
て
、
終

　
　
に
宮
中
を
吟
出
て
干
是
來
り
、
遊
女
の
家
に
養
れ
、
當
吐
に
所
り
詣
る
こ
と
敷

　
　
日
、
碑
託
し
て
、
諸
人
に
面
を
顯
し
所
之
也
。
因
て
此
早
乙
女
に
相
交
て
、
託
宣

　
　
に
随
ひ
、
悪
瘡
悉
く
愈
て
、
顔
色
如
も
艶
美
に
し
て
、
形
容
本
の
如
し
と
也
。

　

し
か
し
、
も
う
少
し
詳
し
く
考
え
て
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
先
の
『
住
吉
松
葉

大
記
』
の
記
述
を
よ
く
見
る
と
、
「
紀
州
熊
野
三
所
権
現
を
祭
る
と
云
ふ
」
と
あ

る
。
熊
野
あ
る
い
は
熊
野
路
は
、
『
南
嶺
子
』
（
多
田
義
俊
著
、
寛
延
三
年
〔
一
七

五
〇
〕
）
に
「
熊
野
路
を
は
じ
め
痘
を
う
け
ざ
る
地
処
々
に
あ
り
」
と
記
さ
れ
て

い

る
よ
う
に
、
古
来
よ
り
八
丈
島
と
と
も
に
庖
瘡
の
な
い
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い

（
6
）

る
。
ま
た
、
痘
瘡
は
新
羅
の
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
疫
病
で
あ
る
と
し
、
三
韓
征

伐
の
神
功
皇
后
あ
る
い
は
住
吉
大
明
神
を
祭
祀
し
て
、
庖
瘡
神
と
す
る
こ
と
が
多

く
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
項
と
前
記
の
故
事
が
結
び
付
い
て
、
癌
瘡
除
け
の
カ

ミ
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。

⑨
　
同
種
か
し
稲
荷
の
事

　
　
　
　
　
う
が
の
み
た
ま
の
か
み

　
種
貸
社
は
倉
稲
魂
神
を
祭
神
と
し
、
古
く
は
多
米
神
社
（
『
延
喜
式
』
）
、
あ
る

い
は
苗
見
社

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
『
住
吉
大
社
神
代
記
』
で
は
「
子
神
」
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
。

　
種
貸
と
い
う
名
称
の
ご
と
く
、
神
霊
の
宿
る
稲
種
を
授
か
る
。
あ
る
い
は
、
苗

見

と
い
う
名
の
通
り
、
苗
を
授
か
っ
て
豊
作
を
祈
願
し
た
。
さ
ら
に
稲
に
宿
る
穀
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霊
に

よ
っ
て
多
く
の
稲
を
実
ら
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
た
、
〃
種
貸
〃
の
名
が
人

の
種
貸
‖
子
種
を
貸
す
と
い
う
連
想
か
ら
、
子
授
け
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
〃
種
貸
人
形
〃
〃
子
安
人
形
〃
あ
る
い
は
単
に
〃
タ
ネ
カ
シ
〃

〃

タ
ネ
カ
ッ
サ
ソ
〃
と
呼
ぼ
れ
る
緋
の
袴
を
は
く
巫
女
が
、
赤
ん
坊
を
抱
い
て
い

る
土
人
形
（
写
真
2
参
照
）
を
奉
納
し
て
、
子
授
け
の
祈
願
が
な
さ
れ
る
。
あ
る

い
は

土
人
形
を

お
守

り
と
し
て
小
石
を
供
え
て
祈
願
を
す
る
人
も
か
つ
て
あ
っ
た
。

　
一
方
、
　
〃
お
種
銭
〃
を
授
か
り
、
そ
れ
を
資
本
に
加
え
て
商
売
を
す
る
と
、
農

民
の
豊
作
祈
願
に
対
し
て
、
商
人
は
商
売
が
繁
昌
し
、
お
金
が
増
え
る
‖
儲
か
る

と
い
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
種
貸
社
で
お
種
銭
を
授
か
っ
た
後
、
楠
璃
社
（
祭
神

う
か
の
み
た
ま
の
お
お
か
み

宇
迦
魂
大
神
）
に
参
拝
し
て
商
売
繁
昌
を
祈
願
す
る
。
　
〃
初
辰
さ
ん
〃
と
親
し

み
を

込
め
て

呼
ぼ
れ
て

い

る
。
さ
ら
に
大
歳
社
で
集
金
の
円
滑
を
祈
願
す
る
。
そ写真2種貸人形

し
て
、
浅
沢
社
で
招
福
祈
願
や
女
性
の
場
合
は
作
法
・
芸
事
の
上
達
・
守
護
を
祈

る
と
い
う
、
四
社
巡
拝
の
一
つ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　
子
授
け

の

祈
願
を

示
す
の

か
、
商
売
繁
昌
を
示
す
の
か
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、

大
歳
社
に
対
す

る
集
金
の
神
と
し
て
の
信
仰
は
、
『
初
篇
』
の
中
に
数
え
ら
れ
て

い

る
の
で
、
同
書
の
性
格
上
、
種
貸
社
の
商
売
繁
昌
の
信
仰
や
祈
願
が
触
れ
ら
れ

て

い

て

し
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
ま

だ
商
売
繁
昌
祈
願
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
子
授
け
の
御
利
益
と
い
う

事
で
あ
ろ
う
。

⑩
　
同
お
も
と
の
肚
楊
枝
の
事

　
祭
神
は
津
守
氏
の
祖
で
あ
る
手
援
足
尼
（
田
裳
見
宿
禰
）
と
市
姫
の
二
柱
で
あ

る
。　

『
摂
陽
見
聞
筆
拍
子
』
（
濱
松
歌
國
著
、
未
刊
行
）
に
、
「
宮
の
楊
枝
を
受
け
て
、

　
　
　
　
イ
そ
ぎ

縁
づ
き
を
い
の
り
」
と
あ
る
。

　

こ
の
侍
者
社
が
縁
結
び
の
神
と
し
て
機
能
さ
れ
る
由
来
は
、
手
瑳
足
尼
が
紀
州

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の

水
軍

と
北
九
州
の
海
部
と
を
神
功
皇
后
の
も
と
に
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
し
た

と
こ
ろ
に
求
め
る
事
が
で
き
よ
う
。

　
戦
後

し
ば
ら
く
ま
で
、
同
社
か
ら
の
お
守
り
の
中
に
長
さ
八
セ
ン
チ
程
の
楊
枝

が

二
本
入
っ

た
の

を

頒
布
し
て
い
た
。
楊
枝
は
お
歯
黒
（
鉄
漿
付
け
）
の
時
に
用

い

た

り
し
た
用
具
で
あ
る
。
良
縁
に
恵
ぐ
ま
れ
て
嫁
ぐ
と
、
結
婚
後
又
は
懐
妊
後

に
一
般
婦
女
も
お
歯
黒
を
行
っ
た
。
楊
枝
入
り
の
お
守
り
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
縁
結
び
の
祈
願
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
、
『
住
吉
詣
狂
歌
集
』
（
天
保
三
年
‖
一
八

三
四
）
に
、

　
　
縁
組
を

あ
れ
と
お
も
と
の
肚
に
て

　
　
　
　
つ
ま
て
ふ
楊
枝
う
く
る
手
弱
女
　
客
彦

と
い
う
狂
歌
が
み
ら
れ
る
。

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
、
「
慰
と
姥
」
図
の
小
絵
馬
を
奉
納
し
て
い
た
が
、

現
在
は

「
松
と
蛤
」
図
の
小
絵
馬
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
お
も
と
人
形
を
買
い

求
め
て
、
思
う
相
手
の
挟
へ
人
知
れ
ず
入
れ
る
と
縁
が
結
ば
れ
る
と
も
い
わ
れ
た
。

　
現
在
も
良
縁
・
縁
結
び
の
祈
願
に
参
拝
す
る
人
が
多
い
。
さ
ら
に
、
良
縁
と
結

ば

れ

る
た
め
に
は
、
今
ま
で
の
悪
縁
を
立
ち
切
っ
て
、
そ
し
て
初
め
て
良
縁
に
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ぼ

れ

る
と
考
え
、
近
年
は
〃
縁
切
り
〃
祈
願
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

00

　
同
祭
禮
桔
梗
の
花
笠
の
事

　

こ
の
「
桔
梗
の
花
笠
」
と
い
う
言
葉
は
二
通
り
に
解
釈
で
き
る
。
一
つ
は
祭
礼

に

用
い
る
笠
を
桔
梗
の
花
で
飾
る
。
も
う
一
つ
は
桔
梗
笠
と
呼
ぽ
れ
る
縫
笠
の
一

種
で
、
市
女
笠
と
同
様
の
巾
子
の
先
端
が
尖
っ
た
笠
を
意
味
す
る
。
前
者
で
あ
る

と
す
る
と
、
そ
れ
を
用
い
る
祭
礼
が
見
当
ら
な
い
。
後
者
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
こ

の

祭
礼
は
現
在
六

月
十
四
日
に
執
り
行
わ
れ
て
い
る
御
田
植
神
事
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
以
下
、
御
田
植
神
事
の
花
笠
と
み
な
し
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
江
戸
時
代
に
用
い
ら
れ
て
い
た
御
田
植
神
事
の
花
笠
は
、
『
住
吉
名
勝
図
会
』
の

挿
図

（
図
9
参
照
）
を
見
る
と
、
現
在
の
市
女
笠
と
ち
が
い
、
菅
製
の
縫
笠
で
あ

る
桔
梗
笠
と
思
わ
れ
る
。
今
の
花
笠
は
薄
い
絹
製
の
市
女
笠
で
、
紙
で
つ
く
っ
た

欝
纂

ご＝蚕二’緬茎’一！娩

図9　御田植神事花笠（r住吉名勝図会』より）

棉
の
花
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
棉
は
、
昔
、
長
門
の
国
か
ら
綿
を
献
上
し
た
故
事

に

よ
る
と
い
う
。
こ
の
棉
の
花
を
模
し
て
、
雷
除
け
の
呪
い
に
頒
っ
た
。
雷
除
け

の
効
験
を

示

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
「
住
吉
踊
」
の
四
人
一
組
が
心
の
字
を
象
っ
て
踊
る
の
が
特
色
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
稲
に
つ
く
虫
を
追
い
払
う
意
味
を
持
ち
、
　
〃
稲
虫
追
い
踊
り
〃
と
も

称
す

る
。
そ
し
て
、
社
務
所
か
ら
は
か
っ
て
蛙
除
け
の
神
符
が
授
け
ら
れ
た
と
い

う
。
ま
た
、
こ
の
日
に
少
し
で
も
雨
が
降
る
と
、
そ
の
年
は
水
の
心
配
が
い
ら
な

い

と
言
っ
て
、
農
家
の
人
々
は
喜
ぶ
と
も
伝
え
る
。

242



四、四天王寺と呪祭

四
、
四
天
王
寺
と
呪
祭

『
初
篇
』
に
は
十
一
例
、
同
じ
く
「
二
篇
」
に
は
六
例
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ω
　
四
天
王
寺
太
子
堂
立
願
の
事

　
四
天
王
寺
聖
徳
太
子

堂
へ
縫
針
を
式
本
お
さ
む
れ
バ
婦
人
一
生
懐
胎
せ
ず
又

他
家

よ
り
お
さ
め
し
太
子
堂
の
針
を
乞
受
か
へ
り
信
仰
す
れ
バ
懐
旺
な
す
事
疑

　
ふ
べ
か

ら
ず
一
子
を
得
ん
と
思
ハ
ぶ
針
を
受
べ
し

歌
國
の

『
摂
陽
見
聞
筆
拍
子
』
に
、

　

聖
徳
太
子
堂
江
縫
針
二
本
納
れ
ば
、

～
ー
ー
1
－
1
‖
ヨ
’
儂
¢
．
，
そ
．

一
生
子

を
産
事
な
き
究
と
な
れ
り
、
又

厨墓寺工天・四院田敬

襲　　
　
「
ー
ー
劃
監

㎞（o喘

　飽1w

六南・＼象境

町北町西丹

w 尾露

図10四天王寺境内略図（『摂陽群談』より）

　
　
他
家

よ
り
納
め
あ
る
太
子
堂
の
針
を
受
帰
ら
ば
、
子
を
設
る
事
疑
ひ
な
し
、

　
　
一
子
を
得
ん
と
思
は
ぶ
、
右
の
通
に
す
べ
し

と
、
同
様
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　
大
島
建
彦
氏
は
、
四
天
王
寺
文
化
財
管
理
室
長
南
谷
恵
敬
師
の
説
と
し
て
、
太

子
殿
廓
内
に
祀
ら
れ
て
い
た
「
守
屋
祠
に
と
も
な
っ
て
、
針
の
ま
じ
な
い
が
伝
え

ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
」
や
勝
蔓
院
の
堂
守
中
西
か
ん
さ
ん
の
「
太
子
堂
で
針
供

養
を

お

こ
な
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
く
か
す
か
な
が
ら
聞
か
れ
て
い
た
」

と
、
二
人
の
談
話
を
掲
げ
な
が
ら
も
「
か
な
ら
ず
し
も
あ
き
ら
か
に
は
わ
か
ら
な

（
9
）

い
」

と
結
ん
で
い
る
。

　
針
は
、
古
く
か
ら
男
根
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
太
子
堂
の
前
に
は

戦
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
〃
二
股
竹
〃
も
あ
り
、
よ
り
イ
メ
ー
ジ
が
強
く

出
さ
れ
て
い
た
。
針
を
納
め
る
と
い
う
こ
と
は
男
性
と
の
接
触
（
性
交
）
を
断
つ

意
味
を

持

ち
、
避
妊
に
通
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
懐
妊
の
方
は
そ
の
逆
で
、
誰
か

が

カ
ミ
に
預
け
た
子
供
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
懐
妊
す
る
と
さ
れ
た
。

　
現
在
で
は

こ
の
太
子
堂
に
対
す
る
信
仰
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
他
地
域
の
同
種

の

信
仰
と
し
て
、
愛
媛
県
松
山
市
の
太
山
寺
で
み
ら
れ
る
。
子
安
観
音
に
対
し
て
、

子
供
の

欲

し
く
な
い
女
性
は
縫
針
を
納
め
る
。
子
供
の
授
か
り
た
い
女
性
は
、
納

め

ら
れ
た
縫
針
を
持
ち
帰
り
、
そ
の
針
で
夫
婦
の
肌
着
を
縫
っ
て
身
に
つ
け
る
と

よ
い
と
い
う
。
こ
の
針
を
〃
子
授
け
針
〃
と
称
し
て
い
る
。

②
　
紙
子
佛
立
願
の
事
・
同
頭
痛
立
願
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋

天
王
寺
の

紙
子
佛
は
其
名
世
に
高
く
聞
へ
て
諸
人
霊
験
を
よ
く
知
る
所
な
り



都市大阪における呪祭

　
　
中
に
も
婦
女
縫
針
の
み
ち
に
疎
き
人
信
心
を
こ
ら
し
紙
子
を
縫
て
佛
へ
奉
る

　
　
べ
し
追
々
手
利
に
な
る
事
疑
ふ
べ
か
ら
ず

　
　
同
じ
く
こ
の
紙
子
佛
ハ
頭
痛
平
愈
の
所
願
を
こ
む
る
に
忽
地
志
る
し
あ
り
毎

　
　
月
十
日
に
お
こ
た
り
な
く
参
詣
す
べ
し
願
成
就
の
う
ヘ
ハ
需
子
を
縫
て
奉
納

　
　
す
べ
し

　
『
摂
陽
群
談
』
に
、

　
　
萬
塔
院
　
大
阪
順
礼
第
廿
四
番
十
五
社
の
西
に
あ
り
、
千
手
観
音
・
四
天

　
　
王
・
賓
頭
盧
を
安
置
す
。
十
月
八
日
よ
り
同
至
十
二
日
、
毎
日
酉
の
剋
十
講

　
　
会
修
事
、
毎
年
同
之
。

と
あ
る
。
ま
た
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
に
は
、

　
　
賓
頭
盧
尊
老
　
此
像
に
祈
願
を
な
し
成
就
す
れ
ぽ
昏
子
を
供
ず
る
を
な
ら
ひ

　
　
と
す
故
に
昏
子
佛
と
云

と
記
さ
れ
て
い
て
、
祈
願
の
お
礼
参
り
に
紙
子
を
納
奉
す
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い

る
が
、
祈
願
内
容
・
方
法
等
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
四
天
王
寺
発
行
の
「
紙
衣
ま
い
り
」
と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
「
萬
燈
院
（
紙

衣
ま
い
り
）
由
来
記
」
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
紙
衣
仏
を

ま
つ
る
の
は
我
が
国
で
は
こ
こ
一
ヵ
所
だ
け
で
、
こ
の
羅
漢
は
五

　
　
百
。
。
維
漢
の
一
人
で
難
病
に
苦
し
み
な
が
ら
紙
の
衣
を
着
て
修
行
し
除
災
無
病

　
　
の
利
益
を
あ
た
え
よ
う
と
の
誓
願
を
た
て
た
と
い
わ
れ
、
紙
衣
佛
を
念
ず
る

　
　
と
身
も
心
も
清
浄
に
な
り
宿
願
が
か
な
え
ら
れ
る
（
後
略
、
傍
点
筆
者
）

と
あ
る
が
、
先
の
『
摂
陽
群
談
』
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
の
記
述
で
も
わ
か
る

よ
う
に
、
祈
願
対
象
は
賓
頭
盧
尊
者
で
あ
る
の
で
、
日
本
に
一
ヵ
所
し
か
祀
っ
て

い

な
い
と
い
う
表
現

は
適
切
で
は
な
い
。

「
紙
衣
仏
」
と
い
う
名

称
の
仏
像
と
す
る
方

が
誤
解
が
な
く
て
よ

い
。

　
祈
願
方
法
や
御
利

益
な
ど
に
も
長
い
歴

史
の
間
に
変
化
が
生

じ
て
い
る
。
裁
縫
上

達
祈
願
は
早
く
に
忘

れ
去

ら
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
『
狂
歌
絵
本

花
の
梅
』
（
白
縁
斎
梅

好

著
、
寛
政
十
二

年
‖
一
八
〇
〇
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

購欝、騨

一欝
㌻

灘難難鎌i芸1i’・x

写真3　紙衣堂の奉納物（木槌）

　
　
同
ま
ん
と
う
院
に
紙
子
佛
常
に
紙
子
を
着
し
給
ふ
諸
人
立
願
を
こ
め
御
礼
に

　
　
あ
ら
た
に
紙
子
を
き
せ
ま
い
ら
す
又
御
茶
湯
を
上
る
は
油
を
か
け
る
地
蔵
尊

　
　
の
こ
と
し

　
　
堂
の

前
に

木
に
て
鉦
の
か
た
ち
有
是
を
な
ら
す
な
り

と
あ
り
、
古
く
は
お
茶
湯
を
行
っ
て
祈
願
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

現
在
で
は
、
堂
の
前
の
台
上
に
数
多
く
の
木
槌
が
奉
納
さ
れ
て
い
て
（
写
真
3
）
、
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祈
願
者
は
、
木
槌
で
台
下
の
臼
状
の
物
を
三
度
た
た
い
た
り
、
こ
す
っ
た
り
し
て

か

ら
、
各
自
の
病
む
個
所
を
た
た
い
た
り
、
な
で
た
り
す
る
と
、
病
気
が
平
癒
す

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
臼
状
の
物
は
、
『
狂
歌
絵
本
浪
花
の
梅
』
の
記
述
及
び
同

挿
絵

（
図
1
1
）
に
見
ら
れ
る
木
製
の
鉦
が
原
形
で
あ
り
、
鉦
の
厚
さ
が
後
々
増
す

と
と
も
に
、
祈
願
者
の
増
加
等
に
よ
っ
て
、
摩
滅
が
著
し
く
、
臼
状
の
形
を
是
す

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　
富
士
川
游
に
よ
れ
ば

　
　
大
阪
市
天
王
寺
境
内
仁
王
門
西
手
の
賓
頭
盧
佛
。
紙
衣
の
お
守
を
授
く
。
賓

　
　
頭
盧
の
前
に
か
け
て
あ
る
木
の
槌
に
て
鼻
部
を
叩
き
て
祈
り
、
紙
衣
の
お
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
を
戴
き
て
帰
り
、
病
人
の
蒲
団
の
下
に
敷
く
と
き
は
病
が
治
す
る
と
。

　
昭
和
初
期
頃
の

祈
願
の

様
子
が
わ
か

る
。
戦
前
ま
で
は
、
お
参
り
に
来
る
こ
と

の

で

き
な
い
病
人
の
た
め
に
、
紙
衣
の
お
守
ー
中
に
紙
衣
の
雛
形
が
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
こ
く
も
ち

の

背
部
1
に
石
持
（
全
快
）
・
短
冊
（
長
び
く
）
・
赤
の
三
角
（
生
命
な
し
）
の

o、

図11紙衣堂への祈願（『叢絵本浪花の

　　梅』より』

万
傷
虎
＋
講
争

　
《
勃
讃
t
い
ス

図12薪の讃（r摂津名所図会』より）

245



都市大阪における呪祭

マ

ー
ク
が
な
さ
れ
、
家
族
の
者
な
ど
は
病
人
の
今
後
が
予
知
で
き
た
と
い
う
。
戦

後
に
な
っ
て
、
こ
の
マ
ー
ク
は
廃
さ
れ
、
今
日
で
は
、
た
だ
こ
の
紙
衣
の
お
守
を

も
ら
い
受
け
、
病
人
の
枕
の
下
に
敷
く
だ
け
で
あ
る
。
寿
命
の
尽
き
た
人
は
、
す

ぐ
に
往
生
す
る
し
、
寿
命
の
あ
る
場
合
は
、
病
気
が
回
復
す
る
と
い
う
。
昭
和
三

十
年
代
後
半
か
ら
の
、
い
わ
ゆ
る
〃
ポ
ッ
ク
リ
さ
ん
〃
信
仰
の
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、

普
段
の
日
で
も
参
拝
者
が
多
い
。
と
り
わ
け
、
十
月
十
日
（
新
暦
と
旧
暦
の
年
二

回
行
わ
れ
て
い
る
）
の
十
講
会
（
薪
の
讃
と
も
い
う
、
図
1
2
参
照
）
）
は
遠
く
か
ら

の

参
拝
者

も
あ
り
混
雑
す
る
。
こ
の
日
に
紙
衣
仏
の
お
衣
替
え
が
行
わ
れ
、
古
い

衣
を

着
せ
て
も
ら
う
と
（
頭
に
被
せ
る
）
、
下
の
世
話
を
煩
わ
せ
ず
に
往
生
す
る

と
い
う
。
三
年
続
け
て
参
る
と
よ
い
と
い
う
。

　
な
お
、
戦
後
し
ぽ
ら
く
ま
で
は
、
お
礼
参
り
の
時
に
、
半
紙
を
一
折
献
じ
て
い

た

が
、
い
つ
と
は
な
く
廃
れ
た
。
こ
の
半
紙
で
紙
衣
の
お
守
を
作
っ
た
と
も
い
う
。

そ

の

か
わ

り
、
木
槌
を
奉
納
す
る
人
が
多
く
見
ら
れ
る
。
頭
痛
平
癒
祈
願
か
ら
の

変
化
に
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
。

③
　
同
妙
正
大
明
神
立
願
の
事

　
　
同
寺
内
元
三
大
師
堂
の
前
鏡
の
池
の
中
に
鎭
座
ま
し
ま
す
妙
正
大
明
神
は
疸

　
　
瘡
を

輕
く
守
ら
せ
給
ひ
則
御
守
は
同
所
妙
見
堂
よ
り
出
れ
バ
小
児
を
持
る
親

　
　
々
ハ
か
な
ら
ず
受
を
く
べ
し

　
『
摂
津
名
所
図
会
』
の
元
三
大
師
堂
付
近
の
挿
図
に
は
、
池
の
中
に
三
つ
の
石

塔
が

確
認
で
き
る
（
図
1
3
）
。
こ
の
内
の
一
つ
が
妙
正
大
明
神
で
あ
ろ
う
か
。

　
生

田
南
水
の
『
四
天
王
寺
と
大
阪
』
に
は
、

洞

霊
哀
契
♪

　
龍
Q
叉

　　　　　　，ユ゜

簸
、
欲
、

　
　
　
　

砂
雇

W
・

図13元三大師堂付近（r摂津名所図会』より）

　
　
鏡
の
池
、
大
黒
堂
の
前
に
あ
る
円
形
の
蓮
池
な
り
。
中
央
の
島
上
に
真
阿
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

　
　
人
六
字
名
号
の
石
塔
あ
り

と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
妙
正
大
明
神
に
つ
い
て
は
直
接
触
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　

こ
の
妙
正
大
明
神
と
は
、
木
村
博
氏
や
綿
貫
啓
一
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
指
摘
さ

れ
て

い

る
よ
う
に
、
千
葉
県
市
川
市
北
方
町
の
妙
正
寺
（
日
蓮
宗
）
な
ど
か
ら
勧

請

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
日
蓮
宗
の
寺
々
で
は
庖
瘡
神
と
し
て

信
仰

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
た

だ
、
日
蓮
宗
の
カ
ミ
が
天
台
宗
の
四
天
王
寺
へ
勧
請
さ
れ
た
か
な
ど
の
経
緯

は
明
ら
か
で
な
い
。

　
『
初
篇
』
記
載
全
事
例
数
七
十
八
例
中
、
庖
瘡
に
御
利
益
が
あ
る
と
す
る
の
が

十
例
あ
り
、
最
高
の
割
合
を
示
す
。
近
代
医
学
が
発
達
す
る
ま
で
は
、
庖
瘡
と
麻
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疹
の
厳
密
な
区
別
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
幼
い
子
供
が
罹
る
疾
病
で
あ
っ

た
た
め

（
一
度
は
罹

ら
な
い
と
い
け
な
い
）
、
子
供
を
見
守
る
大
人
た
ち
の
心
配

は
今
日
以
上
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
一
度
は
罹
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
な
ら
ば
、

病
状
が
軽
い
よ
う
に
と
、
子
供
を
持
つ
親
に
対
し
て
「
か
な
ら
ず
受
を
く
べ
し
」

と
い
う
心
遣
い
の
籠
っ
た
表
現
が
心
憎
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
ω
　
同
石
神
立
願
の
事
・
同
牛
の
宮
立
願
の
事

　
　
同
境
内
石
禰
の
証
は
旅
へ
お
も
む
く
人
首
途
の
と
き
立
願
す
れ
バ
道
中
達
者

　
　
に

し
て
少
し
も
足
の
い
た
ミ
な
く
其
う
へ
旅
中
患
難
を
除
く

　
　
同
境
内
太
子
堂
の
外
北
手
牛
の
宮
へ
立
願
す
れ
バ
す
べ
て
足
の
病
を
平
愈
な

　
　
す
御
禮
に
は
土
細

工
の

牛

又
ハ
牛
の
給
馬
を
奉
納
す
べ
し

　
歌
國
の

『
摂
陽
見
聞
筆
拍
子
』
に
も
、
こ
の
『
初
篇
』
よ
り
は
簡
略
さ
れ
て
い

る
が
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　
　
同
〔
四
天
王
寺
〕
境
内
石
肺
の
吐
は
、
道
中
す
る
に
達
者
な
る
を
立
願
す
べ

　
　

し
、
旅
行
に
難
を
の
が
る
ふ
、
又
牛
の
宮
に
願
を
こ
め
て
、
足
の
痛
み
を
治

　
　
す
る
事
妙
な
り
、

　
両
方
の
記
述
で
注
意
す
る
べ
き
こ
と
は
、
「
石
神
社
」
と
「
牛
の
宮
」
と
俗
称

さ
れ
る
社
が
二
社
存
在
し
た
よ
う
な
表
記
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
近
世
大
坂

の

地
誌
類
や
絵
図

等
を

注
意
深

く
調
べ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
二
社
の
存
在

を

具
体
的
に

示
す
資
料
に
出
会
っ
て
い
な
い
。
大
島
建
彦
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

う
に
、
「
ま
っ
た
く
同
じ
祠
堂
を
さ
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
」
。
い
や
、
む
し
ろ

歌
國
の

取

り
違
い
に
よ
る
ミ
ス
と
す
る
方
が
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
。
両
社
の
内
容

を

比
較
す

る
と
、
共
通
点
は
御
利
益
の
足
の
病
と
い
う
御
利
益
の
み
で
あ
る
。
そ

の

御
利
益
そ
の

も
の
も
、
「
石
神
社
」
で
は
旅
行
中
の
足
の
痛
み
が
中
心
で
、
旅

行
中
の
患
難
除
け
が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
牛
の
宮
」
の
方
で
は
御
礼

参
り
の
時
の
奉
納
物
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
祈
願
対
象
の
社
の
名
称
が
異
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
歌
國
は
確
認
せ
ず
、
二
社
の
扱
い
を
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
『
摂
陽
群
談
』
に
は
、

　
　
石
紳
叢
祠
　
同
所
院
中
に
あ
り
。
聖
徳
太
子
當
寺
草
創
の
時
、
竹
木
砂
石
人

　
　
歩
の
所
不
及
、
牛
車
を
以
て
令
引
之
。
伽
藍
諸
堂
悉
く
成
れ
る
の
後
、
牛
化

　
　

し
て
石
と
成
れ
り
。
是
を
祀
祭
を
以
て
石
神
と
稻
す
。
右
四
天
王
寺
院
中
の

　
　
神
砿
、
其
所
指
寺
院
の
部
、
當
寺
略
圖
に
見
え
た
り
。

と
あ
り
、
そ
の
縁
起
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
石
神
社
は
牛
と
の
関
わ

り
が
深
く
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
に
「
石
神
祠
　
御
供
所
の
南
に
双
ぶ
。
当
寺
草

創
の
時
、
材
石
を
牛
車
に
て
運
途
す
。
成
就
の
後
、
牛
化
し
て
石
と
成
る
。
す
な

は
ち

そ
の

霊
を

こ
こ
に
祀
る
と
な
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
牛
の
霊
を
祀
っ
た
と
こ

ろ
で
も
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
も
、
石
神
社
1
1
牛
の
宮
で
あ
っ
た
と
解
す
る
こ
と

が

で
き
る
。

　
さ
て
、
旅
行
安
全
祈
願
や
足
の
病
い
と
い
う
御
利
益
は
早
く
に
絶
え
た
よ
う
で

あ
る
。
昭
和
初
期
に
は
、
小
児
の
皮
膚
病
の
一
種
で
あ
る
瘡
に
御
利
益
が
あ
る
と

い
わ

れ
、
土
細
工
の
牛
や
牟
の
絵
馬
を
奉
納
し
た
。
奉
納
物
は
江
戸
時
代
と
同
じ

で

あ
る
。
武
井
武
雄
の
『
日
本
郷
土
玩
具
』
に
は
、
「
石
紳
堂
の
臥
牛
」
の
項
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

に
、
「
古
く
は
住
吉
製
で
背
に
大
日
如
來
の
文
字
あ
る
も
の
が
奉
納
さ
れ
’
た
と
傳
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（
1
6
）

へ
ら
れ
る
が
、
後
全
く
伏
見
土
偶
に
代
つ
て
了
つ
た
L
と
あ
り
、
住
吉
産
か
ら
伏

見
産
の
土
の
牛
に
変
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
尾
崎
清
次
の
『
玩
具
図
譜
』

に

は
、
「
大
阪
市
（
撮
津
）
天
王
寺
　
四
天
王
寺
石
神
堂
　
臥
牛
（
土
）
」
の
項
目

に
、
「
石
紳
堂
は
瘡
神
な
り
と
云
ひ
傳
ふ
、
故
に
瘡
の
治
癒
を
望
む
者
此
堂
に
所

願

し
、
牛
を
奉
納
す
。
今
は
給
馬
及
伏
見
焼
の
も
の
を
多
く
用
ふ
、
圖
〔
省
略
〕

は
伏
見
焼
の
臥
牛
な
り
、
瘡
は
「
ク
サ
」
又
は
「
カ
サ
」
と
呼
ぶ
、
漠
疹
疾
患
の

俗
稽
な

り
。
牛
は
草
を
食
ふ
も
の
な
る
が
故
に
瘡
を
食
ふ
爲
に
奉
納
す
る
な
り
と

　
　
　
　
（
1
7
）

い

ふ
俗
傳
あ
り
L
と
記
さ
れ
、
皮
膚
病
に
御
利
益
の
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。　

今
日
で
も
、
数
多
く
の
牛
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
瘡
だ
け
で
は
な
く
、

皮
膚
病
全
般
へ
御
利
益
が
拡
大
さ
れ
、
さ
ら
に
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
・
願
い
へ
と
拡

大

さ
れ
て
き
て
い
る
。

⑤
　
同
歯
紳
立
願
の
事

　
　
同
東
門
の
東
歯
堅
大
明
神
世
に
歯
祠
と
い
ふ
歯
の
痛
ミ
に
立
願
す
れ
バ
忽
地

　
　
平
愈
す
御
禮
に

ハ
糟
馬
を

奉
納
す

　
東
門
か
ら
五
〇
メ
ー
ト
ル
東
に
、
小
儀
社
跡
の
碑
が
あ
る
。
こ
の
碑
の
辻
向
い

（南
側
）
に
小
儀
社
摂
社
の
歯
神
が
か
つ
て
祀
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
小
祀
は
、
近
世
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
大
阪
を
代
表
す
る
有
名
な
小

祀
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
『
摂
陽
群
談
』
、
『
構
名
物
浪
花
の
な
が
め
』
、
『
摂
津
名
所

図
会
』
、
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
等
の
文
献
の
他
、
『
増
修
大
坂
指
掌
図
』
（
寛
政

九
年
H
一
七
九
七
）
、
『
増
脩
改
正
摂
州
大
阪
地
図
』
（
文
化
三
1
1
一
八
〇
六
、
図

荒土寺王天四山

無
鴨
題
㊥

欝
、

　
　
　
●

坐

ふ
厚
割
地

糟

図14　歯神（『増脩改正摂州大阪地図』より）

14
参
照
）
な
ど
の
古
地
図
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
で
き
る
。
と

り
わ
け
、
〈
図
1
4
＞
と
『
弘
化
改
正
大
坂
細
見
図
』
（
弘
化
二
年
1
1
一
八
四
五
、

図
1
5
）
を
比
較
す
る
と
、
後
者
の
絵
図
の
特
徴
の
た
め
あ
る
程
度
の
誇
張
は
み
ら

れ

る
と
思
う
が
、
前
者
よ
り
も
歯
神
の
表
示
が
大
き
く
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
弘
化

頃
は
文
化
頃
よ
り
も
、
こ
の
歯
神
に
対
す
る
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と

248



四、四天王寺と呪祭

図15歯神（『弘化改正大坂細見図』より）

が
で
き
る
。

　

こ
の
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ

た
、
前
記
図
1
3
と
同
じ
年
号

を
持
つ
、
『
四
天
王
寺
東
門

歯
神
神
宮
修
覆
寄
進
帳
』
が
、

大
島
建
彦
氏
に
よ
っ
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
そ

の

ま
ま
全
文
を
掲
載
す
る
。

そ

も
そ
も
　
は
か
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
う
ご

抑
此
歯
固
大
明
神
ハ
、
往
古
聖
徳
皇
太
子
難
波
大
寺
四
天
王
寺
御
建
立
の
御

　
　
　
　
い
や
く
　
　
そ
　
　
お
う
あ
な
む
ち
の
み
こ
と
　
　
す
く
な
ひ
ニ
な
の
み
こ
と

時
、
和
朝
医
薬
の
祖
神
大
巳
貴
尊
・
少
彦
名
尊
、
本
地
薬
師
如
来
・
観
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
よ
う
く
わ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
べ
や
し
な

菩
薩
勧
請
鎮
座

ま
し
ま
し
て
、
諸
人
病
患
な
く
寿
命
を
長
く
延
養
ふ
飲
食

　
ニ
ん
ほ
ん
　
　
　
　
　
い
つ
し
よ
う
　
た
か
ら
　
　
　
　
　
い
た
み
　
　
は
ぐ
き
　
　
　
　
　
は
ぬ
け
か
け
る

の

根

本
、
歯
ハ
生
涯
の
宝
、
歯
の
疹
痛
、
断
の
煩
、
牙
抜
殿
事
な
く
、
男

　
が
ん
し
よ
く
う
る
は
し
く
お
も
か
げ
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
ぐ
ハ
ん

女
顔

色

美
敷
悌
の
変
ら
ず
壮
堅
な
ら
し
む
る
と
の
御
誓
願
に
し
て
、
一

　
あ
ゆ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ハ
ん
も
う
む
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
じ
ゆ
　
　
お
も
き
ゃ
ま
ひ
　
　
へ
い
ゆ
　
　
よ
は
ひ
め

度
歩

行
を
は
こ
ぶ
輩
願
望
空
し
か
ら
ず
、
種
々
の
瓶
病
を
平
愈
し
齢
芽

で

た

く
た
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
い
げ
ん
　
　
　
　
　
あ
ら
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

出
度
保
た
せ
給
ふ
と
の
霊
験
日
々
に
新
な
り
け
り
。
然
に
、
星
霜
年
を
経
て

　
だ
ん
く
ち
そ
ん
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
ふ
く
　
　
　
　
　
　
ほ
つ
き

社
壇
朽
損
じ
大
破
に
及
候
二
付
今
般
修
覆
の
志
願
発
起
せ
し
め
候
間
、
四
方

の

御
施
主
他

力
の
御
寄
進
希
所
二
候
。
尤
多
少
に
よ
ら
ず
御
苦
労
被
下
候
御

せ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お

い

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
せ
い
　
ぬ
き
ん
　
　
　
　
が
　
ら
ん
　
　
よ
こ
う

性
名
夫
々
相
記
し
置
、
於
二
神
前
一
朝
暮
丹
誠
を
抽
で
、
伽
藍
の
余
光
と
ひ
と

　
　
く
　
　
　
か
ふ
む
り
　
　
　
　
　
　
あ
か
り
　
な
が
く
て
ら
　
　
　
　
ほ
つ
す
　
　
の
　
み

し
く
功
力
を
蒙
、
常
燈
の
明
を
永
照
さ
ん
と
欲
る
而
已
。
猶
神
伝
国
史
数

多
在

と
い
へ
と
も
筆
紙
に
尽
し
が
た
し
。
故
に
略
之
。
弘
化
二
巳
年
中
春
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
天
王
寺
公
人
　
玉
造
七
郎
兵
衛
久
次
　
講
中
世
話
人

　

こ
の
宮
修
覆
に
伴
っ
て
、
神
域
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
と
も
解
釈
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
歯
神
に
対
す
る
祈
願
は
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
に
詳
し
い
。

　
　
歯
神
祠
　
壽
法
寺
の
南
二
あ
り
祭
祠
つ
ま
び
ら
か
な
ら
ず
藥
師
如
來
を
内
佛

　
　

と
す
世
人
歯
の
痛
二
患
ふ
る
時
ハ
大
豆
を
三
粒
い
り
て
此
に
詣
で
棘
前
の
土

　
　
を

ほ

り
て
此
三
つ
ぶ
の
煎
豆
を
う
つ
み
此
豆
の
芽
を
出
す
ま
で
歯
の
い
た
み

　
　
を

除
き
給
へ
と
所
願
す
れ
ば
か
な
ら
ず
平
愈
す
と
也
尤
其
往
返
の
道
に
て
知

　
　
己

人
に
逢

と
も
決
し
て
言
を
か
わ
す
べ
か
ら
ず
無
言
に
て
通
ふ
べ
し
と
い
ふ

　
歯
痛
の
呪
い
と
し
て
、
広
く
日
本
各
地
に
分
布
す
る
、
妙
り
豆
を
供
え
て
、
豆

が

芽
を

出
す
ま
で
の
間
、
歯
の
痛
み
を
止
め
て
下
さ
い
と
い
う
祈
願
方
法
が
と
ら

れ
て

い

る
。
ま
た
、
無
言
参
り
と
い
う
禁
忌
も
記
し
て
い
る
。

　
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
歯
神
は
、
『
大
阪
市
中
地
区
町
名
改
正
絵
図
』
（
明
治
五

年
、
『
大
阪
府
管
轄
市
街
区
細
見
縮
図
』
（
同
十
年
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

廃
仏
殿
釈
以
後
も
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
明
治
四
十
一
年
に
小
儀

社
が
大
江
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
時
に
、
歯
神
は
廃
社
と
な
っ
た
。

⑥
　
同
庚
申
堂
参
詣
の
事
・
同
境
内
九
頭
龍
槽
現
の
事
・
同
頭
痛

　
除
の

事

同
南
大
門
の
南
庚
申
堂
青
面
金
剛
童
子
を
信
心
な
せ
バ
利
益
多
き
事
ハ
諸
人

よ
く
知
れ
る
中
に
も
七
庚
申
解
怠
な
く
参
詣
す
れ
パ
小
見
の
痘
瘡
輕
し
併
な

か

ら
血
の
稜
を
忌
ミ
嫌
ひ
た
ま
へ
は
婦
人
産
後
七
十
五
日
忌
ミ
過
て
参
詣
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

べ

し
か
な
ら
ず
七
十
五
日
の
内
に
庚
申
あ
ら
バ
参
詣
す
ぺ
か
ら
ず
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図16庚申堂・九頭龍権現社（r住吉名勝図会』より）

　
　
同
庚
申
堂
の
境
内
九
頭
龍
権
現
杜
ハ
世
に
庚
申
の
神
忌
と
唱
へ
て
瘡
毒
の
小

　
　
兄
を
連
て
参
詣
の
輩
道
に
て
草
を
七
種
摘
と
り
て
九
頭
龍
権
現
へ
捧
け
平
愈

　
　
を
所
り
御
禮
参
に
ハ
牛
の
給
馬
土
の
牛
を
奉
納
す

　
　同
庚
申
の
日
門
内
北
手
甑
噸
瀧
罐
現
に
て
商
ふ
弱
蕩
の
田
樂
を
喰
ヘ
バ
い
か
ほ

　
　
ど
強
き
頭
痛
に
て
も
平
愈
な
す
と
い
ひ
傳
へ
参
詣
の
輩
か
な
ら
ず
立
寄
て
喰

　
　
ふ
事
と
ハ
成
た
り

　
庚
申
堂
は
、
正
し
く
は
正
善
院
と
称
し
、
元
々
は
天
台
宗
延
暦
寺
末
寺
で
あ
っ

た
。　

現
在
も
庚
申
の
日
に
参
拝
す
る
人
は
多
い
が
、
庖
瘡
平
癒
祈
願
・
瘡
毒
平
癒
祈

願
及
び

牛
の

絵
馬
や
土
細
工
の
牛
の
奉
納
、
頭
痛
平
癒
祈
願
は
み
ら
れ
ず
、
早
く

に
忘
れ
去

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
『
難
波
鑑
』
第
六
、
「
納
庚
申
　
か
の
え
さ
る
の
日
」
の
項
目
に

　
　
○
天
王
寺
の
庚
申
ハ
。
諸
國
の
本
寺
也
。
一
と
せ
の
う
ち
に
。
六
度
づ
ふ
。

　
　
潤
あ
る
と
し
ハ
。
七
庚
申
あ
り
。
な
に
ふ
て
も
。
所
願
あ
る
人
。
一
色
を
ハ
。

　
　
か

な
へ
給
ふ
と
て
。
参
詣
の
人
々
初
庚
申
よ
り
も
。
願
成
就
い
は
ゐ
お
さ
め

　
　
の
庚
申
ま
ふ
で
よ
と
。
璽
集
し
て
。
十
二
燈
々
々
々
と
よ
バ
る
聲
も
喧
く
。

　
　
七
い

ろ
の
菓
子
々
々
と
う
る
こ
ゑ
も
い
そ
が
ハ
し
。
さ
て
ま
た
。
今
日
夜
を

　
　
ね

ざ
る
こ
と
は
。
三
　
天
に
あ
が
り
て
。
人
の
善
悪
を
告
に
よ
り
て
。
夜
を

　
　
ま
も
り
て
。
ね
侍
ら
ぬ
と
か
や
。

と
あ
り
、
諸
願
成
就
の
御
利
益
や
献
燈
や
「
七
色
の
菓
子
」
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
『
守
貞
漫
稿
』
（
喜
多
川
守
貞
著
、
天
保
八
～
嘉
永
六
年
1
1
一
八
三
七
～

五
三
）
の
第
二
十
三
編
に
は
、
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四、四天王寺と呪祭

　
　

（
前
略
）
同
庚
申
大
坂
四
天
王
寺
庚
申
堂
に
群
集
す
七
種
の
鹿
菓
を
紙
三
角

　
　
形
に
包
み
十
二
銭
を

以
て

詣
人
に
授

く
毎
戸
々
裡
に
張
て
賊
難
の
究
と
す
又

　
　
今
日
庚
申
昆
布
と
號
て
堂
邊
多
く
昆
布
を
賓
り
又
躰
を
並
べ
燗
酒
に
寛
蕩
の

　
　

田
樂
を
責
る
是
も
盗
難
叩
几
と
云
近
年
今
日
市
中
を
も
責
り
巡
る
（
後
略
）

さ
ら
に
、
同
書
二
十
八
編
に
は
「
蒐
蕩
」
の
項
目
に
、

　
　
因
に
云
大
坂
の
俗
庚
申
の
日
四
天
王
寺
青
面
金
剛
童
子
に
群
詣
し
堂
に
寛
蕩

　
　

田
樂
店
と
昆
布
店
多
し
昆
布
は
買
て
家
に
携
へ
箆
蕩
は
食
を
叩
几
と
す
と
云
近

　
　
年
今
日
は
市
中
を
庚
申
箆
蕩
と
頁
巡
る
也

と
み
え
る
。
盗
難
除
け
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
癌
瘡
に
つ
い
て
は
記
さ

れ
て

い

な
い
。
茜
蕩
の
田
楽
は
、
現
在
、
無
病
息
災
を
願
っ
て
北
向
き
に
立
っ
て

食
べ
る
と
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
庚
申
昆
布
に
つ
い
て
は
、
三
輪
善
之
助
が
「
天

王
寺
庚
申
堂
に
は
、
庚
申
の
日
に
は
参
詣
者
多
く
集
り
、
堂
よ
り
授
与
す
る
七
色

の

守
は
盗
難
除
け
と
な
り
、
境
内
に
商
う
箆
蕩
屋
に
て
北
を
向
い
て
是
を
食
す
れ

ば

運
強
し
と
云
ふ
。
又
昆
布
屋
多
く
軒
を
並
べ
る
。
庚
申
に
求
め
た
る
昆
布
を
細

く
三
百
六
十
五
に
切
り
、
毎
日
是
を
食
す
る
婦
人
は
髪
の
毛
が
濃
く
な
る
と
い
ふ

　
　
　
（
1
9
）

俗
信
が
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

　
や
は

り
こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
は
、
〃
北
向
き
茜
蕩
〃
で
あ
ろ
う
。

こ
の
理
由
に
つ
い
て
、
平
野
実
は
、
「
蔦
蕩
を
食
べ
な
が
ら
心
願
を
こ
め
る
人
も

か

な
り
多
い
。
こ
れ
が
俗
に
い
う
『
北
向
き
蔦
蕩
』
で
、
こ
の
さ
い
口
を
き
い
て

は

な
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
庚
申
さ
ん
は
南
面
し
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

る
か
ら
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
祈
願
す
る
に
は
、
当
然
北
向
き
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
箆
蕩
を
食
べ
る
と
腹
の
中
の
砂
を
払
い
出
す
と
い
う
俗
信
は
、
広
く
行
わ
れ

庚
申

　
　
冶
⑦

・

へ
｛
3
庚
甲
・

ゑ
フ
K
弓
ζ

遣
吐
の

4κ
ム
セ

ξ
か
口
く
の

　
ノ
ヘ
セ

亥
ζま

⑬

図17庚申参り（『摂津名所図会』より）〈庚申参り特有の裸参りの男性が描かれている〉
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て

い

る
の
で
、
三
　
を
追
い
出
す
こ
と
を
連
想
し
、
こ
れ
が
庚
申
さ
ん
と
菖
蕩
と

結
び
つ
け
た
と
考
え
る
の
も
た
い
へ
ん
お
も
し
ろ
い
が
、
は
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ

う
か
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
善
貞
司
は
、
「
北
を
向
い
て
卵
を
飲
む
と

喘
息
封
じ
の
ま
じ
な
い
に
な
る
と
も
い
う
し
、
薬
鍋
を
煎
ず
る
と
き
北
に
向
け
て

お

く
と
病
が
早
く
治
る
と
の
伝
え
も
あ
る
と
か
、
そ
の
辺
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

屋
が
は
や
ら
せ
た
の
だ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
に
面
白
い
資
料
が
あ
る
。
辮
咲
美
志
に
よ
る
と
、
大
正
時
代
を
懐

古

し
て
、
「
そ
の
中
の
一
人
に
加
わ
つ
て
い
た
私
が
冗
談
半
分
に
『
こ
ん
に
や
く
は

北
向
い
て
食
べ
な
願
が
利
け
へ
ん
の
や
で
』
と
云
う
た
虚
が
、
皆
が
面
白
半
分
に

そ
れ
を

間

に
受
け
て
、
北
を
向
い
て
そ
の
こ
ん
に
や
く
を
食
べ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
後
は
お
詣
り
す
る
毎
に
、
此
の
言
葉
を
誰
れ
か
ぶ
や
る
（
中
略
）
自
分
達

は
そ
れ
を

は
や

ら
す
つ
も
り
で
も
何
ん
で
な
く
、
只
面
白
半
分
冗
談
め
い
て
や
つ

た
の

が
、
他
の
人
々
迄
が
北
を
向
い
て
食
い
始
め
た
の
で
、
愈
々
皆
は
愉
快
に
な
つ

て

し
ま
つ
た
。
そ
れ
か
ら
敷
年
経
つ
と
、
こ
ん
に
や
く
屋
の
人
ま
で
が
『
北
を
向

い
て

お

上
り
や
し
た
ら
願
が
利
き
ま
す
の
や
』
と
云
う
様
に
成
り
、
昭
和
時
代
に

な
る
と
、
も
う
、
こ
ん
に
や
く
は
北
を
向
い
て
食
べ
る
も
の
と
相
場
が
き
ま
つ
て

　
　
　
（
2
1
）

し
ま
つ
た
」
と
い
う
告
白
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
事
実
だ
と
す
る
と
、
事
の

発
端
は
全
く
の
冗
談
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
先
の
平
野
・
三
善
両
氏
の
説
く
要
素
が

プ

ラ
ス
さ
れ
、
も
っ
と
も
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
庚
申
さ
ん
か
ら
頒
布
さ
れ
る
も
の
と
し
て
「
御
七
色
」
の
お
守
り
と
素
焼
き
の

　
　
　
　
　
か
わ
ら
け

す

り
鉢
状
の
「
土
器
」
が
あ
る
、
お
守
り
は
家
の
入
口
に
張
れ
ぽ
盗
人
除
け
の
呪

い

に

な
る
と
い
い
、
『
守
貞
漫
稿
』
の
記
述
に
み
ら
れ
た
伝
統
を
受
け
継
い
で
い

　
　
　
　
　
か
わ
ら
け

る
。
ま
た
、
土
器
に
は
願
文
・
年
齢
・
氏
名
を
書
い
て
、
各
々
の
家
の
近
く
の
川

か
、
あ
る
い
は
お
参
り
の
帰
り
道
の
川
へ
流
す
と
病
除
け
に
な
る
と
い
う
。

⑦
　
同
西
大
門
布
袋
像
の
事

　
同
西
大
門
の
南
手
に
布
袋
和
尚
の
石
像
あ
り
立
願
す
れ
ハ
婦
人
乳
汁
を
よ
く

　

出
す
事
を
守
り
た
ま
ふ
小
兄
あ
る
親
々
ハ
か
な
ら
ず
平
日
信
心
す
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ぢ

布
袋
堂
に
祀

ら
れ
る
布
袋
像
は
「
乳
の
オ
ン
バ
サ
ン
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼

ぼ

れ
て

い

て
、
母
乳
の

出
な
い
婦
人
の
乳
授
け

の

祈
願
が
な
さ
れ
る
。

ま
た
、
乳
が
多
く
て
困

る
人
（
乳
児
が
死
亡
し

た
た

め
、
乳
に
し
こ
り

が

で
き
て
困
る
人
も
）

は
乳
預
け
の
祈
願
を
す

る
。
さ
ら
に
、
近
年
は

「
乳
」
に
関
係
す
れ
ぽ

御
利
益
が
得

ら
れ
る
と

い
う
解
釈
を
し
て
、
「
乳

癌
」
の
治
癒
祈
願
も
み

ら
れ
る
（
写
真
4
）
。

　
祈
願
の

方
法
は
少
し

写真4　乳癌治癒祈願の小絵馬
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ず
つ
変
化
を
し
て
い
る
。
『
初
篇
』
の
挿
図
（
図
1
8
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
元

元
、
お
堂
が
な
く
雨
曝
し
で
祀
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
は
、
手
製
の
あ
ん
こ
ろ
餅

を

布
袋

さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
う
と
称
し
て
、
像
の
口
に
餅
を
ね
じ
込
ん
だ
と
伝
え

る
。
そ
の
後
、
こ
れ
で
は
あ
ま
り
に
忽
体
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
元
あ
っ
た
所
か

ら
少
し
離
れ
た
現
在
地
へ
お
堂
を
建
て
て
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
あ
ん

こ
ろ
餅
も
像
前
へ
供
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
現
在
で
も
時
折
、
像
前
に
供

え
ら
れ
た
餅
を
見
か
け
る
時
が
あ
る
）
。
追
々
、
自
家
製
の
あ
ん
こ
ろ
餅
で
は
な

く
な
り
、
門
前
の
餅
屋
で
二
包
の
あ
ん
こ
ろ
餅
を
・
。
貝
い
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

祈
願
老
は
あ
ん
こ
う
一
包
を
供
え
、
堂
主
に
お
膳
料
七
日
分
を
納
め
る
。
お
膳
料

一
日
に
つ
き
洗
米
一
包
と
、
「
乳
授
け
図
」
の
小
絵
馬
を
受
け
て
帰
り
、
残
り
一

包
の

あ
ん
こ
ろ
餅
と
洗
米
を
入
れ
て
炊
い
た
ご
は
ん
と
を
食
べ
る
と
よ
い
と
い
う
。図18布袋像（r神社仏閣願懸重賓記初篇』より）

御
利
益
あ
れ
ぽ
、
お
礼
参
り
を
し
、
先
の
小
絵
馬
を
奉
納
し
、
お
膳
料
、
あ
ん
こ

ろ
餅
を
供
え
る
。
戦
時
中
の
物
資
不
足
の
た
め
、
あ
ん
こ
ろ
餅
奉
納
が
廃
れ
、
小

絵
馬
に

願
文
・
姓
名
・
年
齢
を
記
し
て
祈
願
す
る
だ
け
と
な
っ
た
。
堂
前
の
絵
馬

掛
け

に
は
所
狭

ま
し
と
数
多
く
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
布
袋
像
は
本
来
〃
乳
〃
と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
像

は
、
近
松
門
左
衛
門
の
弟
岡
本
一
抱
の
養
子
岡
本
蘭
斎
（
宝
暦
十
二
年
H
一
七

六
二
没
）
が
写
経
を
納
め
る
た
め
に
建
立
し
た
経
塔
で
あ
る
。
そ
の
経
塔
が
な
ぜ

〃

乳
〃
と
結
び
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
が
庶
民
信
仰
の
大
き
な
特
質

で
あ
ろ
う
。
こ
の
像
の
近
く
に
は
、
聖
徳
太
子
の
乳
母
二
人
の
庵
（
引
声
堂
覚
之

坊
）
が
慶
長
の
兵
乱
（
一
五
九
七
～
八
）
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
太
子
の
お
ん
ば

さ
ん
」
に
対
し
て
乳
授
け
の
祈
願
が
な
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

そ
の

跡
に

こ
の
布
袋
像
が
祀
ら
れ
（
建
立
さ
れ
）
、
布
袋
像
の
胸
が
豊
か
に
見
え

る
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
「
太
子
の
お
ん
ぽ
さ
ん
」
が
「
乳
の
お
ん
ば
さ
ん
（
布
袋

像
）
」
と
変
わ
り
、
乳
授
け
の
祈
生
・
信
仰
が
新
生
（
移
行
）
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

⑧
　
天
王
寺
勝
曼
院
立
願
の
事

　
勝
覧
院
は
天
王
寺
区
夕

陽
丘
町
に
位
置

し
、
元
は
天
台
宗
に
属
し
て
い
た
が
、

明
治
の
後
期
に
四
天
王
寺
別
院
と
な
り
、
現
在
は
四
天
王
寺
同
様
和
宗
に
属
す
る
。

当
院
の
前
身
は
、
聖
徳
太
子
が
四
天
王
寺
を
建
立
し
、
施
薬
院
・
悲
田
院
・
療
病

院

を
設
け
た
時
の
施
薬
院
が
起
源
で
あ
る
。

　
本

尊
は
愛
染
明
王
で
、
「
愛
染
」
を
訓
読
み
し
て
ア
イ
ゾ
メ
（
H
逢
初
）
の
神
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曇轟

靖き

樋

芝噺

　一一
一」h

図19勝髪院全景（『摂津名所図会』より）

と
し
、
色
町
や
俳
優
な
ど
か
ら
厚
く
信
仰
さ
れ
た
。

　
『
四
天
王
寺
秘
密
記
』
（
慶
長
十
八
年
1
1
一
六
一
三
写
記
）
に

　
　
愛
染
明
王
、
三
面
六
腎
、
色
赤
く
壷
に
乗
り
、
宝
冠
ほ
ら
の
貝
三
つ
の
玉
、

　
　
則
ち
三
面
六
管
八
天
大
地
三
方
に
か
た
ど
る
。
人
体
に
と
り
て
は
父
、
母
、

　
　
我
三
人
の

か
た
ち

な

り
。
色
の
赤
き
は
陽
気
の
色
な
り
。
人
体
に
と
り
て
は

　
　
血
の

色
、
則
ち
生
ま
る
る
か
た
ち
な
り
。
壷
に
乗
り
し
は
地
な
り
。
地
は
万

　
　
物
を

乗
せ
て

生
ず
。
人
体
に
と
り
て
は
母
の
胎
内
子
宮
な
り
。
ほ
ら
の
貝
三

　
　
つ
の

玉
、
陰
気
な
り
。
夜
の
心
な
り
。
則
ち
地
に
し
て
、
夜
中
陰
気
が
陽
気

　
　
を

む
か

へ
て

い
た
だ
き
上
げ
、
東
日
輪
と
あ
ら
は
れ
出
つ
る
か
た
ち
な
り
。

　
　
是
れ
陰
陽
交
合
し
て
万
物
を
生
ず
る
き
ざ
し
な
り
。
人
体
に
と
り
て
は
、
母

　
　
の

陰
の
精
、
玉
門
の
か
た
ち
な
り
。
父
の
精
を
む
か
へ
て
交
合
し
て
、
一
滴

　
　
の

精
、
母
の
子
宮
に
と
ど
ま
り
、
人
体
を
う
け
て
十
月
を
経
て
生
ま
れ
出
つ

　
　

る
を
云
ふ
き
ざ
し
な
り

と
愛
染
明
王
に
つ
い
て
の
説
明
を
記
述
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
題
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
そ
の
表
記
が
単
に
「
勝
曼
院
立
願
」
と
な

っ

て

い

て
、
信
仰
対
象
や
御
利
益
等
の
記
載
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
断
定
は
不
可

能
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
前
述
の
本
尊
愛
染
明
王
に
対
す
る
信
仰
と
考
え
ら
れ
る
。

『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
に
は
、

　
　

例
年
六
月
朔
日
ハ
本
尊
愛
染
明
王
の
開
扉
あ
り
て
諸
人
に
拝
ま
し
む
俗
に
こ

　
　

れ
を

愛
染

ま
つ
り
と
號
す
浪
花
夏
祭
の
最
初
に
し
て
老
若
参
詣
し
て
璽
を
な

　
　

す
就
中
傾
城
遊
女
俳
優
を
は
じ
め
衆
人
の
愛
を
う
け
ん
と
欲
す
る
も
の
歩
を

　
　

運
ひ

て

愛
敬
を

所

る
が
ゆ
へ
に
往
來
花
麗
に
し
て
い
と
賑
わ
し
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と
あ
る
。
こ
の
愛
染
祭
り
は
大
阪
の
三
大
祭
り
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
江
戸
時

代
、
大
坂
の
遊
郭
に
お
い
て
は
、
旧
六
月
一
日
は
正
月
納
め
の
祝
い
日
と
し
て
、

大
紋

日
と
な
っ
て
い
た
。
遊
女
は
そ
れ
ぞ
れ
な
じ
み
客
に
揚
げ
花
を
つ
け
て
も
ら

い
、
盛
装
し
て
色
駕
籠
に
乗
っ
て
愛
染
参
り
を
し
た
。
と
り
わ
け
、
愛
敬
を
売
り

も
の
に
す
る
遊
女
・
芸
人
・
水
商
売
の
者
は
各
自
の
定
紋
を
つ
け
た
提
灯
を
競
っ

て

奉
納

し
て
祈
願
し
た
。
近
松
門
左
衛
門
の
『
冥
途
の
飛
脚
』
に
は
、

　
　
振
返

り
見
る
勝
蔓
の
、
愛
染
様
に
愛
敬
を
、
祈
る
芝
居
の
子
供
衆
や
、
道
頓

　
　
堀
の
い
ろ
い
ろ
や
、
馴
れ
し
く
る
わ
の
そ
れ
ぞ
と
は
、
紋
で
覚
え
し
提
灯
の
、

　
　

な
か
に
は
か
な
や
槌
屋
内
、
こ
の
木
瓜
に
打
添
ひ
て
、
私
が
紋
の
松
皮
の
松

　
　
に
千
歳
を

祈

り
し
に
、
定
め
る
契
り
提
灯
（
後
略
）

と
、
当
時
の
習
慣
を
巧
み
に
取
り
入
れ
た
、
名
場
面
、
名
台
詞
が
あ
る
。

　
ま
た
、
愛
染
本
祭
り
の
日
は
、
　
「
氷
の
朔
日
」
と
称
せ
ら
れ
、
冬
に
囲
っ
て
お

い

た
氷

を
一
口
で
も
食
す
る
と
、
夏
中
疫
病
に
か
か
ら
な
い
と
も
い
わ
れ
た
。
そ

し
て
、
客
を
も
て
な
す
際
、
酒
と
い
っ
し
ょ
に
掻
餅
を
出
し
た
。
『
難
波
鑑
』
（
｝

無
軒
道
治

著
、
延
宝
八
年
1
1
＝
ハ
九
〇
）
に
も
、
「
氷
餅
」
を
食
す
る
こ
と
が
記

述

さ
れ
て
い
る
。
大
正
頃
ま
で
は
関
西
地
方
の
青
楼
や
旅
館
で
は
、
酒
の
あ
し
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

い

と
し
て
最
初
に
掻
餅
が
出
さ
れ
て
い
た
。

⑨
　
勝
曼
院
連
葉
の
黍
の
事

『
摂
陽
見
聞
筆
拍
子
』
に
は

　
天
王
寺
西
勝
曼
院

は
、
往
古
施
薬
院
の
奮
地
な
り
、
境
内
に
連
葉
の
松
と
て

　
有
、
松
の
葉
半
ぽ
よ
り
二
つ
に
別
れ
、
本
は
半
ま
で
一
つ
な
り
、
依
て
連
葉

　
　

と
名
つ
く
る
と
そ

と
記
さ
れ
、
連
葉
松
の
名
称
は
出
て
く
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
信
仰
等
に
関
し
て

は

不
明
で
あ
る
。
『
摂
陽
群
談
』
（
岡
田
徽
志
著
、
元
禄
十
四
年
‖
一
七
〇
一
）
を

は

じ
め
と
し
て
、
管
見
の
地
誌
関
係
の
資
料
に
お
い
て
は
、
「
連
葉
の
松
」
に
関

す

る
記
述
が
み
ら
れ
な
い
。
大
島
建
彦
氏
は
、
「
か
ね
て
、
男
女
の
愛
を
祈
る
者

が

多
か
っ
た
が
、
今
日
で
も
、
縁
結
び
の
お
守
り
を
受
け
る
者
が
す
く
な
く
な
い
。

こ
の
寺
の
『
連
葉
の
松
』
に
つ
い
て
は
、
か
な
ら
ず
し
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い

が
、
か
つ
て
、
本
堂
の
前
の
方
に
、
大
き
な
松
の
木
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

結
び
を
願
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
結
ん
で
い
る
。
そ
の
う
え
に
、
同
院
に
は
映

画

で

も
有
名
に
な
っ
た
「
愛
染
か
つ
ら
」
が
あ
る
。
縁
結
び
の
霊
木
と
し
て
若
い

男
女
に
人
気
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
愛
染
霊
水
」
も
あ
り
、
こ
の
水
を
飲
め
ば
良

縁
が
結
ば

れ

る
と
い
っ
た
。
ま
た
、
妊
婦
が
飲
め
ぽ
安
産
間
違
い
な
し
と
も
い
わ

れ
、
藍
商
屋
は
こ
の
水
を
用
い
る
と
藍
物
が
よ
く
染
ま
る
と
い
い
、
講
を
組
織
し

て

信
仰
し
た
。

　
「
連
葉
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
「
連
理
」
と
同
様
に
縁
結
び
と
解
釈
し
て
も
間
違

い
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑩
　
同
薬
師
堂
安
産
立
願
の
事

　

こ
の
薬
師
堂
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『
摂
陽
群
談
』
や
『
摂
津
名
所
図
会
』
等

で

「
椎
寺
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
図
1
3
参
照
）
。
こ
の
薬
師
堂
に
安

置

さ
れ
て
い
る
薬
師
仏
は
、
伝
教
大
師
が
近
く
の
椎
の
木
を
伐
っ
て
像
を
彫
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

と
い
わ
れ
る
。
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安
産
立
願
の
事
例
に
つ
い
て
は
思
い
当
た
ら
な
い
。
現
在
、
こ
の
薬
師
堂
は
戦

災
を

う
け
た
万
灯
院
の
か
わ
り
に
移
築
さ
れ
た
が
、
戦
前
に
は
堂
の
扉
に
穴
の
あ

い
た

カ
ワ
ラ
ケ
に
性
名
・
年
齢
を
記
し
て
耳
の
病
の
平
癒
祈
願
が
よ
く
な
さ
れ
た
。

古

く
は
安
産
祈
願
が
な
さ
れ
、
後
々
耳
の
病
に
御
利
益
が
変
化
し
て
き
た
の
で
あ

ろ
う
。

00

　
同
文
珠
堂
立
願
の
事

　
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
に
「
食
堂
　
六
時
堂
の
後
に
あ
り
　
文
珠
堂
と
も
い

ふ
　
本
尊
　
聖
僧
文
珠
大
士
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
食
堂
（
文

珠
菩
薩
）
に
対
す
る
信
仰
と
考
え
ら
れ
る
。

　
大
島
建
彦
氏
は
、
「
四
天
王
寺
の
立
場
で
は
、
一
般
の
参
詣
者
な
ど
が
、
食
堂

の

文
珠
に
対

し
て
、
何
ら
か
の
願
を
か
け
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ

（2
4
）

る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
逆
に
、
近
世
に
お
け
る
四
天
王
寺
（
住
吉
大
社
も

同
様
）
を
め
ぐ
る
信
仰
及
び
『
重
賓
記
』
に
採
録
さ
れ
た
信
仰
の
一
大
特
色
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
四
天
王
寺
の
よ
う
な
大
規
模
で
格
式
の
あ
る
寺
院
の
場
合
、
民
間

信
仰

と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
は
、
宗
教
の
教
儀
か
ら
外
れ
て
い
て
、
布
教
活
動
の

妨
げ
に
な

る
要
素
を
多
分
に
含
む
た
め
、
排
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、

四

天
王
寺
や
前
述
の
住
吉
大
社
の
場
合
は
、
そ
う
い
っ
た
民
間
信
仰
を
そ
れ
ぞ
れ

の

信
仰
大
系
の
中
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
布
教
に
役
立
た
せ
て
い
っ
た
の

で

あ
る
。
食
堂
と
い
え
ど
も
、
一
般
の
参
詣
者
が
自
由
に
参
拝
で
き
る
よ
う
に
な

っ

て

い
た
と
考
え
る
。

　
『
摂
陽
群
談
』
に
、
「
食
堂
　
六
時
堂
の
後
に
あ
り
、
聖
僧
文
珠
大
士
を
安
置
す
。

正

月
元
日
酉
剋
万
石
米
の
祭
、
毎
年
修
行
同
之
L
と
あ
り
、
こ
の
「
万
石
米
の

祭
」
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

あ
る
。

⑫
　
同
引
導
鐘
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
6

こ
の
事
例
に
関
す
る
詳
細
は
不
明
で
　
2

　
四
天
王
寺
に

は
、
石
舞
台
の
南
西
に
あ
る
北
鐘
堂
と
、
南
大
門
北
東
に
あ
る
南

鐘
堂
の

二
つ
の
鐘
堂
が

あ
る
。
北
鐘
堂
の
鐘
は
黄
鐘
調
で
、
壱
越
よ
り
七
律
高
く
、

南
鐘
堂
は
盤
渉
調
で
、
壱
越
よ
り
九
律
高
い
と
い
わ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
北
鐘
堂

は

『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
に
よ
る
と
、
「
此
鐘
を
無
常
院
の
鐘
と
號
す
此
鐘
い

に

し
ヘ
ハ
黄
鐘
調
に
し
て
天
竺
祇
園
精
舎
の
無
常
院
の
鐘
の
聲
に
同
じ
故
に
無
常

院
の

か
ね
と
い
ふ
」
と
あ
る
。

　

こ
の
鐘
の
音
は
極
楽
ま
で
通
じ
る
と
い
い
、
引
導
鐘
と
呼
ば
れ
た
。
春
秋
の
彼

岸
や
孟
蘭
盆
に
は
、
参
拝
者
は
法
名
を
記
し
た
経
木
を
北
鐘
堂
に
納
め
て
回
向
を

依
頼
す

る
。
そ
の
後
、
亀
井
の
水
へ
経
木
を
流
し
、
亡
魂
の
追
善
供
養
を
す
る
。

経
木
が
浮
け
ば
、
極
楽
往
生
し
た
と
い
い
、
そ
の
ま
ま
沈
ん
で
し
ま
う
と
、
ま
だ

往
生
せ
ず
に
迷
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
事
例
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
供
養
を
示
し
、
亀
井
の
水
の
経
木
流
し
ま
で

の

一
連
の
作
法
を
述
べ
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
る
。

⇔
　
同
七
月
千
日
参
り
の
事

　
神
仏
に
祈
願
を

す

る
た
め
に
、
何
度
も
重
ね
て
参
詣
す
る
こ
と
を
百
度
参
り

（
百
度
詣
）
、
千
度
参
り
（
千
度
詣
）
と
称
す
る
。
こ
の
百
や
千
と
い
う
数
字
は
、
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元
来
、
た
ん
に
数
が
多
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
が
、
の
ち
の
ち
、
百
、
千
の
実

数
を

重
要
視
す

る
よ
う
に
な
り
、
百
日
間
（
百
回
）
、
あ
る
い
は
千
日
間
（
千
回
）

参
詣

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
千
度
参
り
と
千
日
参
り

は
、
厳
密
に
い
え
ば
異
な
り
、
千
度
参
り
と
い
う
習
俗
が
成
立
し
た
後
、
観
音
信

仰

と
結
び
つ
き
、
特
定
の
日
に
参
詣
す
れ
ぽ
千
度
参
っ
た
と
同
じ
功
徳
が
あ
る
と

い

う
千
日
参
り
の
習
俗
が
誕
生
し
た
。
そ
の
時
期
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
、

上
方
で
は
お
も
に
千
日
参
り
と
称
し
、
江
戸
で
は
四
万
六
千
日
と
称
す
る
。

　
四
天
王
寺
の
現
行
の
千
日
参
り
は
、
八
月
九
日
の
夕
方
六
時
半
過
ぎ
に
、
管
長

を

先
頭

に
一
山
僧
侶
十
五
名
が
列
を
な
し
て
、
本
坊
か
ら
伽
藍
内
を
『
般
若
心

経
』
を
唱
え
な
が
ら
一
周
す
る
。
そ
し
て
、
石
舞
台
、
六
時
堂
へ
進
み
、
堂
内
で

法
要
を

行

う
。
戦
前
、
六
時
堂
内
で
僧
侶
が
後
ろ
向
き
に
坐
っ
て
回
向
し
、
参
詣

老
は
環
坐

し
て
百
万
遍
の
数
珠
繰
り
を
し
た
が
、
今
日
は
、
丸
池
を
取
り
囲
む
形

で
行
わ
れ
る
。

　
一
般
参
詣
者
は
、
観
音
像
が
開
帳
さ
れ
て
い
る
六
時
堂
で
お
参
り
を
し
、
厄
除

け
の

お
札

（
図
20
参

照
）
を
受
け
る
人
も
あ
る
。
手
に
経
木
を
携
え
、
引
導
鐘
で

回
向
を
し
、
亀
井
の
水
で
は
水
供
養
す
る
人
び
と
で
混
雑
す
る
。
帰
り
に
は
、
境

内
に
並
ぶ
露
店
で
ほ
お
ず
き
（
酸
漿
）
や
盆
の
供
花
に
用
い
る
高
野
槙
を
買
い
求

　
　
　
　
　
へ
ぺ

め
る
。

　
江
戸
時
代
の
様
子
を
み
る
と
、
『
名
所
絵
入
難
波
鑑
』
に
は
、

　
　
天
王
寺
千

日
詣
、
同
〔
七
月
〕
十
日
、
此
日
天
王
寺
へ
ま
い
れ
バ
　
千
日
む

　
　
か

ふ

と
て
、
参
詣
の
群
集
大
か
た
な
ら
ず

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
狂
歌
絵
本
浪
花
の
梅
』
（
陰
山
梅
好
著
、
寛
政
十
二
年
1
1

一
八
〇
〇
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
毎
年
七
月
十
日
ハ
聖
霊
を
迎
ふ
と
て
天
王
寺
へ
参
る
事
未
明
よ
り
老
若
男
女

　
　
お
び

た

ふ
敷
群
集
す
同
十
六
日
ハ
聖
霊
送
り
と
て
又
群
集
す
る
事
十
日
に
同

　
　

し
両
日
と
も
千
日
参
り
と
い
ふ
筆
紙
に
の
へ
か
た
し

　
　
　
千

日
に
か
っ
た
萱
に
ハ
あ
ら
ね
と
も

　
　
　
　
け
ふ
一
日
て
つ
み
か
ほ
ろ
ひ
る

　
　
　
有
か
た
さ
あ
ま
り
て
申
念
仏
の

　
　
　
　
一
聲
は
な
せ
ハ
千
日
ま
い
り

　
　
　
交
よ
り
き
ふ
め
の
つ
よ
い
天
王
寺

　
　
　
　
け

ふ
一
ト
ひ
か
千
日
ま
い
り

　

こ
の
記
述
か
ら
、
七
月
十
日
だ
け
で
は
な
く
、
十
六
日
も
千
日
参
り
と
呼
ば
れ

て

い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
近
年
は
千
日
参
り
を
千
日
盆
と
も
称
し
て
い

る
よ
う
に
、
十
日
が
盆
の
迎
え
日
、
十
六
日
が
同
じ
く
送
り
日
と
重
な
る
た
め
、

孟
蘭
盆
会
と
千
日
参
り
と
の
混
同
が
当
時
か
ら
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
ま
た
、
千
日
参
り
の
行
人
に
つ
い
て
は
『
嬉
遊
笑
覧
』
（
喜
多
村
信
節
著
、
天

保
元
年
1
1
一
八
三
〇
）
に
詳
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
　
千

日
詣
の
行
人
は
か
な
ら
ず
鳥
足
か
一
枚
歯
の
高
あ
し
だ
を
は
き
手
の
長
き
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図21千日参りの人物①
　　（『四時交加』より）

　
　
阿
加
桶
に
樒
を
さ
し
て
頭
に
戴
き
胸
に
亮
鉦
を
か
け
て
打
な
ら
し
あ
り
き
し

　
　
が

こ
れ
も
今
は
草
鮭
を
は
き
阿
加
桶
は
手
に
持
あ
る
ひ
は
持
た
ぬ
も
多
か
り

　
　
物
戴
き
し
古
風
今
は
絶
果
ぬ

　
こ
こ
に
記
さ
れ
た
古
風
な
千
日
参
り
の
様
子
は
、
『
四
時
交
加
』
（
山
東
京
伝
著
、

寛
政
十
年
‖
一
七
九
八
）
の
挿
絵
（
図
2
1
）
に
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
鳥

足
が
指
叉
状

に
描
か
れ
て

い

る
の
と
、
樒
ら
し
い
の
が
見
え
な
い
の
が
気
に
な
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
よ
り
少
し
後
に
著
さ
れ
た
『
浪
花
十
二
月
書
譜
』
に
は
、

　
　
七

月
十
日
諸
寺
院
へ
参
る
を
千
日
の
功
徳
に
当
る
と
い
ふ
を
以
て
千
日
参
り

　
　
と
い
ふ
多
く
ハ
京
て
清
水
寺
其
外
大
坂
ハ
天
王
寺
へ
参
る
を
主
と
す
る
残
暑

　
　
の

堪
が

た
く
殊
更
盆
前
せ
わ
し
き
中
を
参
る
を
以
て
功
徳
千
日
に
当
る
と
い

　
　

ふ

と
い
う
記
載
と
と
も
に
図
2
2
の
よ
う
な
絵
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、

前

述
の
『
嬉
遊
笑
覧
』
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
履
物
は
草
鮭
に
な
っ
て
い
る
。
尻

か

ら
げ
で
右
手
に
持
っ
て
い
る
の
は
、
経
木
を
布
で
包
ん
で
提
げ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
手
桶
や
鉦
は
見
ら
れ
な
い
。
左
手
で
肩
に
あ
て
て
持
っ
て
い
る
の
は
、

先
の
『
狂
歌
絵
本
浪
花
の
梅
』
に
詠
ま
れ
て
い
る
萱
で
あ
ろ
う
か
。
飾
り
物
ら
し

図22千日参りの人物②（『浪花十二月

　　譜』より）

い
の

も
見
え
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
天
保
十
三
年

（
一
八
四

二
）
か
ら
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
か
け
て
、
銭
湯

に
お

け
る
男
女
混
浴
禁
止
を
は
じ
め
と
し
て
、
男
女
間
の
風
紀
の
取
り
締
ま
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

ひ

と
つ
に
、
千
日
参
り
や
七
墓
巡
り
を
禁
止
す
る
御
触
や
口
達
が
た
び
た
び
出
さ

れ
た
た

め
、
図
2
1
の
よ
う
な
鉦
や
手
桶
を
持
た
な
い
姿
に
変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
禁
令
が
出
さ
れ
る
ほ
ど
、
千
日
参
り
は
盛
ん
に
行
わ
れ

（
香
具
屋
主
主
著
、
『
虚
実
柳
巷
方
言
』
、
寛
政
六
年
‖
〔
一
七
九
四
〕
に
は
、
「
千

日
ま
い
り
と
い
ふ
事
近
年
の
は
や
り
も
の
」
と
記
さ
れ
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
盛

行

し
た
こ
と
が
わ
か
る
）
、
し
か
も
、
男
女
風
紀
の
乱
れ
も
多
か
っ
た
も
の
と
解

釈
で
き
る
。

　

こ
の
事
例
は
、
角
大
師
の
お
札
に
よ
る
厄
除
け
か
、
千
日
の
功
徳
、
祖
先
供
養

を

示
す
も
の
と
考
え
る
。
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おわりに

お

わ
り
に

　
大
阪
の
社
寺
を
代
表
す
る
住
吉
大
社
と
四
天
王
寺
に
関
す
る
呪
祭
に
つ
い
て
、

『
初
篇
』
な
ら
び
に
「
二
篇
目
録
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
み
て
き

た
。
そ
の
際
に
も
多
少
触
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
、
カ
ミ
・
ホ
ト
ケ
が
庶
民

の

要
求

に

よ
り
造
り
出
さ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
を
、
四
天
王
寺
の
例
で
み
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

①

乳
の
オ
ン
バ
サ
ン

　
布
袋
像
の
祭
祀
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
、
聖
徳
太
子
の
乳
母
の
庵
の
あ
っ
た
場
所
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
布
袋
像
の
胸
が
豊
か
に
み
え
る
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

「
太
子
の

お
ん
ば

さ
ん
」
か
ら
「
乳
の
オ
ン
バ
サ
ン
」
が
生
ま
れ
る
元
と
な
っ
た
。

た

だ
、
こ
の
場
合
、
「
太
子
の
お
ん
ば
さ
ん
」
に
対
し
て
、
乳
授
け
等
の
信
仰
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
焼
失
し
た
乳
母
の
庵
は
太
平
洋
戦

争
後
に
な
っ
て
小
谷
山
宝
泉
寺
（
中
央
区
安
堂
寺
町
一
丁
目
）
に
再
興
さ
れ
た
が
、

十
数
年
前

ま
で
「
乳
授
け
の
本
家
」
と
し
て
祈
願
に
来
る
人
も
あ
っ
た
と
い
う
。

②

太
子
堂
の
針

　
太
子
堂
の
針
に
関
す
る
信
仰
は
早
く
に
絶
え
た
が
、
そ
の
代
わ
り
を
し
た
の
が
、

弁
財
天
で
あ
っ
た
。
本
坊
の
南
に
月
無
池
（
単
に
弁
天
池
と
も
い
う
）
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
な
し

池
中
央
の
島
に
弁
財
天
を
祀
る
祠
が
あ
っ
た
。
　
「
月
無
」
と
い
う
意
味
か
ら
月
経

無
し
と
解
釈
し
、
妊
娠
を
祈
願
し
た
。
ま
た
、
逆
に
避
妊
の
祈
願
も
な
さ
れ
た
。

太
子
堂
の
信
仰
を

人
づ
て

に

聞
い
た
者
が
堂
を
訪
ず
れ
た
が
、
す
で
に
そ
の
信
仰

が
絶

え
て
い
た
。
あ
て
も
な
く
境
内
を
巡
っ
て
い
る
う
ち
に
、
「
月
無
池
」
と
い

う
名
を
知
り
、
発
想
し
、
祈
願
を
し
た
と
こ
ろ
、
御
利
益
が
あ
っ
た
の
で
、
知
人

等
に
そ
の

話
を

広
め

た
。
こ
う
い
っ
た
感
じ
で
信
仰
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
③

椎
寺
薬
師
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
ら
け

　
か

つ
て

は
、
小
さ
な
土
器
の
中
央
に
穴
を
あ
け
て
、
氏
名
・
年
令
を
記
し
て
堂

の

扉
に

吊
す
と
耳
の
病
が
平
癒
す
る
と
い
わ
れ
た
。
こ
の
堂
は
、
戦
時
中
の
空
襲

に

よ
っ
て
焼
失
し
た
万
灯
院
の
か
わ
り
に
、
戦
後
に
な
っ
て
移
築
さ
れ
た
。
も
と

の

薬
師
堂
の
信
仰
が
堂
が
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
万
灯
院
に
も
た
ら
さ
れ
、
十
数

年
程
前

ま
で
、
万
灯
院
へ
耳
の
病
の
祈
願
に
来
る
人
が
み
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
カ
、
…
ホ
ト
ケ
の
機
能
は
、
時
代
に
よ
り
人
々
の
要
求
に
対
応

し
て
、
変
化
・
付
加
さ
れ
る
。
今
後
も
、
時
代
と
と
も
に
世
相
が
変
化
す
る
に
つ

れ

て
、
カ
、
ミ
・
ホ
ト
ケ
の
機
能
も
変
化
し
、
消
滅
・
再
生
・
新
生
が
繰
り
返
さ
れ

て

い
く
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
『
初
篇
』
お
よ
び
「
二
篇
目
録
」
に
限
定
し
て
み
て
き
た
が
、
こ
の

二
つ
の

資
料
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
信
仰
も
数
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
二
篇

目
録
」
に
対
す
る
考
察
も
不
十
分
な
箇
所
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
大

阪

全
般
を

と
ら
え
な
け
れ
ぽ
、
都
市
大
阪
の
呪
祭
を
十
分
に
理
解
で
き
な
い
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
却

ろ
う
が
、
そ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。
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註（
1
）
　
『
神
佛
霊
験
記
圖
・
曾
』
の
奥
付
に
は
、
「
績
ひ
て
京
江
戸
を
は
じ
め
諸
國
の
部
を

　
　
追く
出
版
仕
候
」
と
あ
る
。

（
2
）
　
筆
者
は
現
在
、
「
二
篇
目
録
」
の
再
現
の
作
業
を
継
続
中
で
あ
る
。
近
々
、
活
字

　
　
化
す

る
予
定
で
あ
る
。

（
3
）
船
絵
馬
の
背
景
に
住
吉
大
社
が
描
か
れ
る
。
こ
の
様
式
が
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
る
の

　
　
は
十
八
世
紀
の
中
頃
で
、
十
九
世
紀
の
中
頃
ま
で
船
絵
馬
の
主
流
を
占
め
る
。
詳
細

　
　
は
、
石
井
謙
治
著
『
図
説
和
船
史
話
』
（
図
説
日
本
海
事
史
叢
書
一
）
、
昭
和
五
十
八

　
　
年
、
至
誠
堂
。
を
参
照
さ
れ
た
し
。

（
4
）
　
本
書
の
書
犀
田
寺
与
右
衛
門
と
同
一
人
。

（
5
）
　
石
井
謙
治
著
、
『
図
説
和
船
史
話
』
（
図
説
日
本
海
事
史
叢
書
一
）
、
昭
和
五
十
八

　
　
年
、
至
誠
堂
、
二
〇
七
頁
。

（
6
）
　
『
塩
尻
』
（
天
野
信
景
著
、
天
明
二
年
〔
一
七
八
二
〕
成
立
）
十
二
巻
に
〃
庖
瘡
神

　
　
が
恐
れ
て
逃
げ
た
と
い
う
草
〃
と
題
し
て
、
「
八
丈
島
に
此
の
草
あ
り
。
此
の
草
あ

　
　
り
。
此
の
島
伊
豆
国
よ
り
百
里
ほ
ど
未
申
の
方
、
熊
野
よ
り
は
南
な
り
。
昔
疸
瘡
疫

　
　
神
此
の
島
に
わ
た
り
て
、
あ
き
た
は
草
を
見
て
恐
れ
て
逃
去
る
。
故
に
此
の
島
に
庖

　
　
瘡

な
し
」
。
さ
ら
に
、
六
十
一
巻
に
も
「
此
の
島
昔
よ
り
痘
疹
の
疾
ひ
あ
る
事
な
し
」

　
　
と
記
さ
れ
、
そ
れ
は
源
為
朝
の
霊
威
に
よ
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
関
係
か

　
　
ら
、
為
朝
の
赤
絵
が
庖
瘡
除
け
の
護
符
と
し
て
江
戸
市
中
等
に
流
行
し
た
。

　
　
ま
た
、
小
幡
玄
二
の
『
痘
疹
大
成
集
覧
』
に
も
、
伊
豆
ノ
州
ノ
東
南
・
海
中
一
島
ア

　
　
リ
、
八
丈
ト
名
ヅ
ク
。
其
ノ
地
ノ
居
民
、
上
古
以
来
未
ダ
嘗
テ
痘
症
ヲ
患
ハ
ザ
ル
ナ

　
　
リ
o

　
　
と
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
7
）
　
西
村
泰
著
『
住
吉
大
社
』
、
昭
和
五
十
一
年
、
学
生
社
、
二
〇
六
頁
。

（
8
）
　
野
堀
正
雄
、
「
現
代
民
間
信
仰
の
一
側
面
－
大
阪
住
吉
大
社
奉
納
小
絵
馬
の
悉

　
　
皆
調
査
を
通
し
て
ー
」
（
『
近
畿
民
具
』
十
所
収
、
近
畿
民
具
学
会
）
一
九
八
六
。

（
9
）
　
大
島
建
彦
、
「
四
天
王
寺
と
祈
願
（
一
）
」
（
『
西
郊
民
俗
』
百
十
七
所
収
、
西
郊
民

　
　
俗
談
話
会
）
一
九
八
六
、
七
ー
九
頁
。

（
1
0
）
　
富
士
川
游
著
『
信
仰
と
迷
信
』
、
昭
和
三
年
、
磯
部
甲
陽
堂
。

（
1
1
）
　
生
田
南
水
著
『
四
天
王
寺
と
大
阪
』
、
明
治
四
十
三
年
。

（
1
2
）
木
村
博
、
「
『
床
浦
大
明
神
』
と
『
妙
正
大
明
神
』
1
伊
豆
に
お
け
る
疸
瘡
資
料

　
　1
」
（
『
西
郊
民
俗
』
百
十
四
所
収
、
西
郊
民
俗
談
話
会
）
、
一
九
八
六
。

（
1
3
）
　
綿
貫
啓
一
、
「
妙
正
大
明
神
に
つ
い
て
1
諸
資
料
の
紹
介
を
中
心
に
ー
」
（
『
房

　
　総
の
石
仏
』
三
号
所
収
）
、
昭
和
六
〇
年
、
房
総
石
造
文
化
財
研
究
会
、
三
八
～
四
四
　
㎝

　
　
頁
。

（
1
4
）
　
『
初
篇
』
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
項
目
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
本
項
目
を
理
解

　
　
す
る
上
に
お
い
て
、
同
一
項
目
と
し
て
扱
う
方
が
良
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
同
時

　
　
に
問
題
に
し
た
。

（
1
5
）
　
大
島
建
彦
、
前
掲
書
、
十
頁
。

（
1
6
）
　
武
井
武
雄
著
『
日
本
郷
土
玩
具
（
西
の
部
）
』
、
地
平
社
書
房
、
昭
和
五
年
、
　
一
一

　
　
八
頁
。

（
1
7
）
　
尾
崎
清
次
著
『
玩
具
圖
譜
』
一
、
（
昭
和
四
年
、
笠
原
小
児
保
健
研
究
所
）
、
昭
和

　
　
五
十
七
年
、
村
田
書
店
、
三
二
頁
。

（
1
8
）
　
大
島
建
彦
、
前
掲
書
、
十
一
ー
二
頁
。

（
1
9
）
　
三
輪
善
之
助
、
「
大
阪
天
王
寺
の
庚
申
塔
」
（
『
考
古
学
』
七
ー
四
所
収
）
、
昭
和
十

　
　
一
年
。

（
2
0
）
　
三
善
貞
司
編
、
『
大
阪
史
蹟
辞
典
』
、
昭
和
六
十
一
年
、
清
文
堂
、
一
七
九
頁
。

（
2
1
）
　
辮
咲
美
志
、
「
庚
申
こ
ん
に
や
く
」
（
『
大
阪
辮
』
三
所
収
、
大
阪
こ
と
ば
の
會
編
）
、

　
　
昭
和
二
十
六
年
、
清
文
堂
書
店
、
一
三
四
頁
。

（
2
2
）
　
三
善
貞
司
、
前
掲
書
、
一
五
九
頁
。

（
2
3
）
　
大
島
建
彦
、
「
四
天
王
寺
と
祈
願
（
三
）
」
（
『
西
郊
民
俗
』
百
十
九
所
収
、
西
郊
民

　
　
俗
談
話
会
）
、
昭
和
六
十
二
年
、
二
九
頁
。

（
2
4
）
　
大
島
建
彦
、
同
書
、
二
九
頁
。

（
2
5
）
　
鳥
足
1
1
下
駄
の
台
の
下
に
、
鉄
製
の
前
に
三
本
、
後
に
一
本
、
鳥
の
足
の
よ
う
な

　
　
棒
を
付
け

た
も
の
。

（
2
6
）
　
大
阪
に
お
け
る
七
ヵ
所
の
墓
地
を
順
に
供
養
し
て
廻
る
こ
と
を
さ
す
。
明
治
時
代

　
　
中
頃
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
回
向
の
目
的
は
、
有
縁
無
縁
の
一
切
の
精
霊
の
菩
提
を
弔

　
　
う
こ
と
に
あ
る
。
　
一
夜
に
七
墓
を
巡
れ
ば
、
死
ん
で
葬
式
の
時
に
、
雨
風
の
心
配
が

　
　
な
い
と
も
い
っ
た
。
七
墓
は
時
代
や
住
む
地
域
に
よ
っ
て
も
変
遷
が
み
ら
れ
た
。
一

　
　
般
的
に
は
、
梅
田
・
長
柄
・
蒲
生
・
小
橋
・
高
津
・
千
日
・
飛
田
を
数
え
る
場
合
が

　
　
多
い
が
、
近
松
門
左
衛
門
の
『
賀
古
教
信
七
墓
巡
』
で
は
、
梅
田
・
葭
原
・
蒲
生
・

　
　
小
橋
・
高
津
・
千
日
・
飛
田
の
七
ヵ
所
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
相
愛
大
学
　
人
文
学
部
）



Festivity　in　the　Metropolitan　Osaka

NOBORI　Masao

　　To　study　the　festivity　in　the　metropolitan　Osaka　in　regard　with　popular　beliefs，　it

is　one　of　the　best　ways　to　focus　oll　the　festivity　held　by　major　monasteries　in

Osaka．

　　The　article　thus　examines　two　cases　of　festivity　held　by　the　Sumiyoshi　Taisha

Shrine　and　the　Shitennoji　Temple　as　they　are　described　in　two　ancient　books：“Jinja

Bukkaku　Gankake　Chohoki　Shohen－Manual　for　Ful丘11ing　Wishes　by　Praying　to

Shintoist　or　Buddhist　Deities，　the丘rst　version”and‘‘Shinbutsu　Reigenki　Zue　Nihen

Mokuroku－Catalog　of　IIIustrations　of　Shintoist　and　Buddhist　Deities　with　Their

Bene6ts，　the　second　version，，　authored　by　Utakuni　Halnamatsu．　The　latter　mateエial

consists　only　of　a　∬st　of　shrines　or　temples　with　their　bene丘ts，　and　does　llot

describe　all　the　listed　examples　in　full　detai1．　For　those　missing　some　necessary

elements　of　description・solne‘‘conjecture”must　be　made・

　　It　is　hoped　that　an　aspect　of　popular　beliefs　in　the　metropolitan　Osaka　will　be

illuminated　through　tracing　the　changes　of　people’s　beliefs　in　the　deities　enshrined

in　the　two　major　monasteries．
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